
広報くりはら　令和６年１２月１日　　２８今月の表紙：冬季に向けて事前に水抜栓の動作確認をする様子

　「もっともっと人が集まる楽しい商店
街にするため、地域のみんなと頑張って
います」と笑顔で話すのは、栗駒地区の
六日町通り商店街で地域おこし協力隊と
して活動する、三浦大樹さん。三浦さんは、
商店街のイベント企画や運営、空き店舗
の利活用といった商店街を活性化する業
務に携わり、にぎわいを支えています。
　現在、三浦さんが力を入れているのは、
栗原産クラフトビールによる町おこしで
す。地域で８０年愛され、昨年末に惜し
まれつつ閉じた豆腐店の建物を活用した
醸造所の開業に向け、クラウドファンディ
ングを行った他、原料となるホップの苗
を地域の人や地元の高校生に育ててもら
う取り組みをしています。また、ビール
マンというキャラクターに扮してＰＲも
しています。
　「地域に愛されるビールをみんなでつ
くる」をテーマに、日夜奮闘を続ける三
浦さん。「権威あるコンテストに入賞す
るようなビールをつくり、栗原を世界に
発信したい」と、声を弾ませ語ってくれ
ました。

ふん

栗原産クラフトビールで町おこし

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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三浦　大樹　さん（栗駒六日町）

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙
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週
間
以
上
使
用
で
き
な
く
な
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
暮
ら
し
に
大
変

不
便
な
思
い
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

水
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
た
め
、

修
理
は
急
を
要
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
複
数
社
の
見
積
額
を
比
較
す

る
時
間
的
余
裕
も
な
く
、
し
か
も

修
理
前
に
正
確
な
費
用
を
算
出
し

て
も
ら
う
の
は
、
難
し
い
の
が
実

態
で
す
。
さ
ら
に
は
、
漏
水
箇
所

の
特
定
に
時
間
が
か
か
り
、
修
理

費
用
が
高
額
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
さ
が
厳

し
く
な
る
た
め
、
水
道
管
が
凍
結

し
な
い
よ
う
、
事
前
に
対
策
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
実
際
、
昨
年

の
１
月
下
旬
に
は
寒
波
が
到
来
し
、

水
道
管
の
凍
結
が
市
内
で
多
数
発

生
し
ま
し
た
。
当
組
合
の
加
盟
事

業
者
で
は
、
６
日
間
で
約
４
６
０

件
の
凍
結
修
理
を
行
い
ま
し
た
。

市
内
の
水
道
設
備
会
社
で
組
織

す
る
、
栗
原
市
管
工
事
協
同
組
合

代
表
理
事
の
伊
藤
さ
ん
に
、
冬
場

の
水
道
回
り
を
安
心
し
て
使
う
ポ

イ
ン
ト
を
伺
い
ま
し
た
。

水
道
管
の
凍
結
予
防
が
一
番

栗
原
市
管
工
事
協
同
組
合
に
加

盟
す
る
水
道
設
備
会
社
は
、
こ
れ

ま
で
、数
多
く
の
水
道
工
事
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
冬
場

は
特
に
、
水
道
管
の
凍
結
に
関
す

る
工
事
が
多
く
な
り
ま
す
。

水
道
管
の
凍
結
は
、
家
庭
は
も

ち
ろ
ん
、
店
舗
や
事
務
所
な
ど
で

も
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
家
庭
で
水
道
管
が
凍
結

し
た
場
合
、
ト
イ
レ
や
家
事
に
支

障
を
き
た
し
、
使
用
で
き
な
い
期

間
が
長
い
ほ
ど
生
活
に
大
き
な
影

響
が
出
て
き
ま
す
。
実
際
、
修
理

対
応
に
当
た
っ
た
家
庭
で
は
、
１

 い とう けい えつ

伊藤　恵悦 さん（志波姫熊谷）

栗原市管工事協同組合 代表理事

水道管の水を抜く

凍結防止に最も有効です。水
抜栓を閉めて、水道管内の水を
抜き、さらに蛇口を開けておく
ことで、凍結による水道管の破
裂を防げます。
水抜栓の場所は、家の構造に
より異なります。また使い方も
メーカーによって異なるため、
事前の確認が大切です。
水抜栓が屋内にある場合は、
トイレや洗濯機置き場の周辺に
設置されていることが多く、水
抜栓を操作するための開閉バル
ブなどの装置が、壁や床にある
場合もあります。
一方、水抜栓が屋外にある場
合は、建物の脇やボイラー付近
に設置されていることが多く、
その中には、地面に水抜栓が埋
設されている場合もあり、降雪
前の確認が大切です。

屋外の露出配管の
保温

屋外の露出した配管には、凍
結防止のためのヒーターが設置
されていることが多く、これを
活用することが、ポイントにな
ります。
冬を迎える準備として、まず
ヒーターのコンセントが確実に
差し込めるか、次にヒーターが
正常に作動するかを確認するこ
とが大切です。
ヒーターの種類によっては、
外気温が氷点下にならないと自
動的に作動しないものもありま
す。そのため、心配な場合には
水道設備会社に点検を依頼する
とより安心です。
また、停電が発生し、ヒーター
が使えない場合は、蛇口を少し
開けて糸を引くくらい少量の水
を出しておくと、凍結防止に効
果があります。

水道メーター
ボックス内を断熱

水道メーターボックス内の断
熱も有効です。
効果的な凍結予防として、発
泡スチロールなどの断熱材をビ
ニール袋に入れて水道メーター
の周りに詰める方法があります。
これにより、冷気がメーターに直
接届かず、断熱効果が高まります。
また、断熱材を小分けにして
詰めることで隙間ができにくく、
断熱効果がより高まります。
ただし、水道メーターボックス

内は水が溜まりやすく、発泡スチ
ロールなどの断熱材は濡れると
断熱性能が下がるため、注意が
必要です。そのためビニール袋
の中に入れることで水濡れによ
る断熱効果の低下を防ぎます。
さらに、ビニール袋の中にも水が
入らないよう、しっかりと袋の口
を結んでおくことも大切です。

普段当たり前のように使っている水道。もし急に使えなくなることを想
像すると、できないことが、とても多いと気づきます。
昨年の冬、市内では水道管の凍結が４６０件以上発生したことで、急に
水が使えなくなった家庭があちらこちらでありました。
今月は、冬場に安心して水道を使うためのポイントについて、お知らせ
します。

凍結防止に役立つ３つのポイント
水道管は、外気温がマイナス４度以下になると凍結しやすくなります。寒冷地の栗原では、屋外の露出し
た配管が特に凍結しやすい場所です。また、数日間、家を留守にする場合や長期間使用しない場合も、水道
管が凍結する恐れがあります。凍結防止に有効な３つのポイントを紹介します。

▲凍結により破裂した水道管 ▲凍結による破裂は思わぬ所でも起きる

ポイント１ ポイント２ ポイント３

①

④

②

⑦

⑤

③

⑥

⑧

修
理
の
依
頼
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
殺
到
す
る
と
、
早
急
な
対
応
が

難
し
く
な
り
ま
す
。
天
気
予
報
な

ど
で
、
寒
波
の
到
来
が
報
じ
ら
れ

た
際
は
、
特
に
注
意
を
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
水
道
設
備
会
社
に
よ
っ

て
は
、
土
曜
日
や
日
曜
日
は
休
み

の
た
め
、
対
応
が
遅
れ
る
場
合
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
や
は
り
事

前
の
凍
結
予
防
が
安
心
に
つ
な
が

り
ま
す
。

①屋内に設置された水抜
栓の開閉ボタン。

②地面に埋設された水抜
栓のふた。「水」の表示
が目印。

③地面に埋設された水抜
栓のふたを開けると水
抜栓が現れる。

④屋外にある水抜栓。
⑤屋外の露出した水道管

は凍結防止のヒーター
が重要。

⑥水道メーターボックス
は、ふたに「量水器」の
表示が目印。

⑦水道メーターボックスを
開けると水道メーター
が現れる。

⑧水道メーターボックス
内の断熱方法の一例。

断熱材

特 集 冬に備える  水道管凍結防止

特集
冬に備える  水道管凍結防止

３　　広報くりはら　令和６年１２月１日 広報くりはら　令和６年１２月１日　　２



「
事
前
の
対
策
」が

「
安
心
」に
つ
な
が
る

水
道
は
、
人
の
暮
ら
し
に
欠
か

せ
な
い
と
て
も
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

で
す
。
水
は
飲
む
だ
け
で
は
な
く
、

風
呂
や
ト
イ
レ
な
ど
生
活
用
水
と

し
て
も
大
量
に
使
用
さ
れ
、
日
常

生
活
を
送
る
た
め
に
重
要
な
も
の

で
す
。

今
年
も
12
月
に
入
り
、
水
道
管

が
凍
結
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま

し
た
。
特
に
年
末
年
始
は
、
帰
省

す
る
人
も
多
く
、
家
庭
で
過
ご
す

時
間
も
増
え
ま
す
。
ま
た
、
水
道

設
備
会
社
も
休
み
に
な
る
た
め
、

水
道
管
凍
結
な
ど
の
水
回
り
ト
ラ

ブ
ル
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

市ウェブサイト

水道のトラブル

普段通り暮らすために
凍結予防が大切

漏水の確認方法と対応
●漏水の確認方法

漏水しているかもしれないと思ったら、次
の方法で確認できます。

□確認方法
①屋内外の全ての蛇口を閉める。
②水道メーターボックス内にある、水道
メーターの銀色の小さい部品「パイロッ
ト」が止まっているか確認する。パイロッ
トがわずかでも回転していれば、漏水の
可能性があります。

●漏水している場合の対応
①水道メーターボックス内の止水栓を閉め
て水を止める。
※閉める場合、止水栓に表示された回す向きを確認
してください。製造メーカーにより、閉める向き
が異なる場合があります。

②市指定給水装置工事事業者へ修理を依頼
してください。

●申請方法
申請書に必要事項を記入の上、各総合支所市
民サービス課または上下水道部経営課に申し込
みください。なお、申請には申請書の他、市指
定給水装置工事事業者が作成した修繕工事完了
報告書、工事写真などの添付が必要
です。申請書は、市ウェブサイトか
らもダウンロードできます。

●対象期間
減免の適用期間は２カ月間です。修理が遅れ
ると対象外になる期間が発生します。早めに修
理をしてください。

●その他
水道管の破裂など漏水に伴う修理費用は自己

負担になります。修理費用など工事の詳細は、市
指定給水装置工事事業者に問い合わせください。

水道管が凍結してしまったら
●水道管の解凍方法

水道管を温めることで、管内部の氷を溶か
せる場合があります。

□解凍方法
露出した金属部分を全てタオルで覆い、
その上からぬるま湯をゆっくりかける。
※熱湯をかけると管や蛇口が破裂する場合がありま
す。必ずぬるま湯をかけてください。
※ぬるま湯の代わりに、ドライヤーの温風で温める
方法も効果的です。

●水道設備会社に依頼する場合
自宅で解凍できない場合、水道設備会社に
依頼する方法があります。解凍作業や修理費
用が発生した場合は、自己負担になります。
詳しくは、市指定給水装置工事事業者へ直
接問い合わせください。
※市指定給水装置工事事業者は、市内で水道工事を行う
ことを許可された水道設備会社です。市が定めた基準
を満たし、適切な水道設備の設置や修理を行うための
資格と技術を持っています。

問

市ウェブサイト

水道管の凍結
防止について

漏水が発生した場合の水道料金減免制度
意図せず発生した漏水の場合、水道料金が減免される制度があります。適用には条件がありますので、
詳しくは、問い合わせいただくか、市ウェブサイトで確認してください。

上下水道部経営課　☎（４２）１１３０

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
あ
る
よ
う

に
、
自
宅
な
ど
の
水
道
管
が
凍
結

し
て
し
ま
う
と
、
１
週
間
以
上
、

水
道
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
や
、

漏
水
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
修

理
費
用
が
高
額
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

こ
う
し
た
不
安
を
取
り
除
く
た

め
、
事
前
の
凍
結
防
止
策
が
と
て

も
大
切
で
す
。

適
切
な
凍
結
防
止
策
は
、
普
段

と
変
わ
ら
ず
水
道
を
使
う
た
め
の

準
備
で
す
。
家
族
と
安
心
し
て
水

道
が
使
え
る
よ
う
に
、
今
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
水
抜
栓
の
場
所
を
確

認
す
る
な
ど
、
事
前
の
対
策
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

水道管の凍結により、水が使えない場合の解凍方法や、
漏水時の対応を紹介します。

もしも、水道管が凍結、漏水してしまったら

パイロット

止水栓

特集 冬に備える  水道管凍結防止

５　　広報くりはら　令和６年１２月１日 広報くりはら　令和６年１２月１日　　４



７　　広報くりはら　令和６年１２月１日 広報くりはら　令和６年１２月１日　　６

まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

〔左から〕坂下さん、渡部さん、福山さん、受賞作品「灯籠草」

　１０月２７日（日）、東京都中央区の銀座通りな
どで開催された野点大茶会「銀茶会」で、東北職業
能力開発大学校住居環境科２年の坂下賢哉さん、
渡部真央さん、福山杏さん他３人が設計から施工
までを行った茶室が展示・使用されました。
　これは、日本建築学会が建築を学ぶ全国の学生
を対象に募集した「学生グランプリ」で最優秀賞を
受賞したことから、展示・使用されたものです。
最優秀賞は全国４１作品の中から選ばれ、同大学
校は東北初の快挙を成し遂げました。

　行政栄養士として長年、市民の健康づくりや、
管理栄養士の育成に尽力した髙橋睦子さん（花山
座主）が、厚生労働大臣表彰を受賞しました。
　髙橋さんは、平成２０年岩手・宮城内陸地震や
東日本大震災時、市役所のさまざまな部局と連携
し、被災者支援に取り組みました。また、退職後
は大学で管理栄養士の育成に当っています。
　受賞に当たり髙橋さんは「大変光栄です。これ
まで支えてくださった皆さまのおかげと感謝して
おります」と、述べられました。

　１０月２７日（日）、一迫総合支所駐車場を会場
に「いちはさま秋の大収穫祭２０２４ハロウィン
マルシェ」が開催されました。
　今年で２回目となったこのイベントは、若者文
化を通じた地域活性化を目的としています。新鮮
な野菜や、新米のおにぎり、スイーツなどを販売
する３８店舗が軒を連ねた他、ステージ発表や体
験コーナーなどが設けられ、多くの家族連れでに
ぎわいました。また、仮装姿の人も多く見られ、
ハロウィンらしさを引き立てていました。

　１１月３日（日）、築館総合支所前などを会場に
「２０２４薬師まつり」が開催されました。
　祭りは、奥州を治めた藤原秀衡の妻、幼名しづ
はた姫が難病を患った際、薬師如来に祈願して完
治したことを感謝し、一族を従えて御礼参りに訪
れた様子を再現したものです。
　御所車に乗ったしづはた姫を中心に、藤原一族
やみこし、龍神の舞など、約４８０人が築館の中
心部を練り歩きました。沿道には多くの人が見物
に訪れ、華麗な時代絵巻に見入りました。

                                                                                                                         さか  した  けん   や

わたなべ    ま     お                           ふく  やま  あん

たか  はし  むつ    こ

ふじ  わらのひで ひら

産業功労
中嶋 美惠子 さん（若柳下町１）

山田 好孝 さん（瀬峰泉谷）

鹿野 浩 さん（志波姫南）

なか  じま      み     え     こ

やま   だ      よし  たか

か    の     ひろし

かり   の      とし  ろう

消防防災功労
狩野 俊郎 さん（一迫荒町下）

防犯功労
鹿野 悦朗 さん（築館宮野上町）

か    の      えつ  ろう

受賞者の
皆さん

▲表彰式に参加された受賞者

　１０月３１日（木）、東京エ
レクトロンホール宮城を会場
に、令和６年文化の日表彰式
が開催されました。
　文化の日表彰は、地方自
治、産業、教育、民生、その
他県下の各分野において、多
年にわたり県勢の発展や、県
民福祉の増進に寄与し、その
功績が顕著で、他の模範とな
る団体や個人に対し、表彰さ
れるものです。
　県内、２０８人３団体の表
彰者のうち、市内からは８人
が表彰され、これまでの功績
がたたえられました。

                                                                                  お     の   でら  とし   お

                                                                   か     の   けん   こ

                                                し     の   みや   あ             こ                                                                           すが

わら

　１０月１６日（水）に小野寺俊雄さん（金成大原
木）、２５日（金）に鹿野賢子さん（一迫荒町）、１１
月１日（金）に四ノ宮　つ子さん（栗駒中文字）、　
原みさをさん（一迫本町）、１０日（日）に　原きよ
しさん（鶯沢八沢）が１００歳を迎えられました。
　小野寺さんは、墨絵や書道が趣味で、特に書道
は師範資格を持っています。現在は、週３回のデ
イサービスを楽しみに過ごしています。
　鹿野さんは、３人の子どもを育てながら、夫と
家庭を支えました。また、地域の祭りなどで踊り
を披露し、多くの人を楽しませてきました。
　四ノ宮さんは、教員として働き、退職後は仲間
と会を立ち上げ、旅行や編み物などを楽しみまし
た。現在は、読書を楽しみに過ごしています。
　　原みさをさんは、夫と共に山王史跡公園あや
め園初の専任作業員を務め、維持管理に励みまし
た。また、ゲートボールが趣味で、全国大会に出
場するほどの腕前です。
　　原きよしさんは、４人の子どもを育てながら、
農業に励みました。旅行とカラオケが好きで、現
在は、演歌を聴くことを楽しみに過ごしています。

〔上段左から〕小野寺さん、鹿野さん
〔中段左から〕四ノ宮さん、　原みさをさん
〔下段〕　原きよしさん

地方自治功労
高橋 勝男 さん（栗駒清水田）

民生安定功労
佐藤 幸生 さん（高清水１２区）

鈴木 明浩 さん（瀬峰上荒町）

たか  はし    かつ   お

さ   とう    ゆき   お

すず   き      あき  ひろ

長寿１００歳おめでとうございます

創作茶室で最優秀賞受賞

華麗な時代絵巻を再現

厚生労働大臣表彰受賞

おいしい楽しい秋の催し

文化の日表彰を受賞
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まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　１１月９日（土）、東北大学の留学生４５人が市内
を訪れました。今回で３回目を迎えたこのイベント
は、栗原の歴史や文化の理解と、地域住民との交流
を目的に行われています。留学生たちは、交流施設

「拝舞殿」で獅子舞を堪能した他、獅子舞や、源義経
と判官森の歴史について、岩ヶ崎高等学校の生徒６
人から英語で説明を受けました。　

　また、判官森
に登ったり、細
倉マインパーク
や、マガンのね
ぐら入りを見学
したりと、充実
した一日を過ご
しました。

　１０月１９日（土）、市立図書館で「第２０回図書
館まつり」を開催しました。
　催しでは、保存期限を過ぎた雑誌などを無償で配
布する雑誌のリサイクルフェアや、人形劇サークル
ころころによる人形劇などを行い、多くの人でにぎ
わいました。
　また、書庫や移動図書館車の車庫など、普段立ち

入れない場所を
司書と共に探検
するツアーも開
催し、参加者は
普段は見られな
い図書館の仕事
に触れる機会と
なりました。

　１１月７日（木）、高清水幼稚園の５歳児１３人が、
市内産の新米を使っておにぎり作りに挑戦しました。
　サケと昆布の２種類から好きな具材を選び、それ
ぞれ思い思いの形に握りました。また、三角や丸な
ど、個性豊かな形を友達同士で見せ合って、違いを
楽しむ姿も見られました。
　園児たちは「新米の手作りおにぎり、おいしいね」

と、満面の笑み
を浮かべながら
食べ、全員がお
かわりをするほ
どで、栗原の秋
の味覚を目いっ
ぱい堪能しまし
た。

　１１月１０日（日）、市内の農作物の生産現場など
を巡る「くりはら秋の収穫祭２０２４産地見学ツ
アー」を開催しました。
　市内外から集まった２９人の参加者は、若柳地区
で伊豆沼レンコンの収穫を見学した後、一迫地区の
会席料理丸勝で、伊豆沼レンコンをふんだんにトッ
ピングしたラーメンを味わいました。また、収穫体

験の他、栗原産
食材の販売会も
行 い 、 参 加 者
は、生産者の思
いなどを聞きな
がら、彩り豊か
な食材を買い求
めました。

　１０月２０日（日）、志波姫小学校を会場に「第１０
回ジョブＫｉｄｓスマイルタウンくりはら２０２４」
が開催されました。
　この催しは、市内の小学４～６年生を対象にして
おり、職業体験を通じて多様な仕事に触れ、将来の
職業選択に役立ててもらおうと、一般社団法人栗原
青年会議所が主催したものです。今回は、市内の９

企業などが出展
し、参加した児
童３０人は、実
際に使われてい
る機械や道具な
どに触れながら、
真剣な表情で取
り組みました。

キ ッ ズ

みなもとのよしつね

　１２月２２日（日）に大阪府大阪市のグラン
キューブ大阪で開催される「第４回 ｗｅ ａｒｅ 
ＳＮＥＡＫＥＲ ＡＧＥＳ全国高校軽音楽部大会
全国大会」に、岩ヶ崎高等学校軽音楽部が東北地
区代表として出場します。
　同部は、１０月に行われた同大会の東北地区グ
ランプリ大会に出場。準グランプリに輝き、２年
連続の全国大会出場を決めました。部員たちは「全
力で楽しんで、悔いの無い演奏を披露します」と、
抱負を語りました。

　１１月１０日（日）、若柳中学校前を発着点とし
て「第１０回栗原ハーフマラソン大会」を開催しま
した。
　大会は、アップダウンが少ない平坦なコースの
ため好記録が期待できると好評で、市内外から毎
年多くのランナーが参加します。今年も１，０００
人を超えるランナーが参加し、渡り鳥が舞う晴れ
渡った晩秋の空の下、沿道から送られる温かい声
援とたくさんの拍手を受けながら、マラソンを楽
しみました。

　１２月２７日（金）から令和７年１月７日（火）
にかけて、大阪府東大阪市の東大阪市花園ラグ
ビー場で開催される「第１０４回全国高等学校ラグ
ビーフットボール大会」に、仙台育英学園高等学
校２年の二上伊織さん（瀬峰下藤沢）が出場します。
　二上さんは、１０月に行われた同大会の宮城県
予選で優勝し、花園出場を勝ち取りました。
　大会に向け二上さんは「チーム目標のベスト１６
以上の進出を目指し、持ち味の激しいプレーで貢
献できるよう頑張ります」と、抱負を語りました。

                                                                                                                              ウィー              ア ー

ス ニ ー カ ー                    エ イ ジ

に   かみ   い   おり

　１２月２５日（水）から２８日（土）にかけて、大
阪府大阪市のＡｓｕｅアリーナ大阪などで開催さ
れる「ＪＯＣジュニアオリンピックカップ第３８
回全国都道府県対抗中学バレーボール大会」に、
栗原南中学校３年の松川遥斗さん（高清水９区）
が、宮城県代表として出場します。
　全国大会に向け、松川さんは「たくさん点を取
り、チーム一丸となって全国優勝を目指して頑張
ります」と、これまで重ねてきた練習の成果を発
揮しようと意気込んでいます。

ア ス ヘ

                      まつ  かわ  はる   と

　各地区の催しを、毎月５地区ずつ紹介します。
　取材を希望する場合は、催しを開催する２カ
月前までに、市政情報課（☎22-1126）へ連絡
してください。

MACHI no
WADAI

まちの話題
ズームアップ

留学生が地域住民と交流

図書館の魅力を満喫

手作りおにぎりおいしいね

生産者の思いに触れるツアー小学生が多様な仕事に触れる

２年連続の全国大会出場

高校ラグビーの聖地花園へ

晩秋の栗原で疾風になる

全国の舞台へアタック

か       ぜ
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みんなの健康

栗原市の市外局番　0228

月日 医　　　科 歯　　科 調剤薬局

10月の３歳児健診で、むし歯のなかった子どもたちを紹介します。

※了解を得た人のみ掲載しています。

認知症の発症や進行予防には、

耳の聞こえが大切です。

加齢に伴う難聴は、認知症の

発症要因の１つとされています。

その仕組みは十分に明らかになっ

ていませんが、難聴は生活の質

を下げ、人との交流の乏しさや

孤独、抑うつなどをもたらす可

能性があります。また、５０歳以

上の成人で、聴力が低下してい

る人は、より認知機能が低下し

ている可能性もあります。

老人性難聴（加齢性難聴）の
セルフチェック

次のチェック項目に該当する

場合は、耳鼻咽喉科に相談して

みましょう。

□会話をしているときに聞き返

すことがよくある。

□後ろから呼びかけられると気

付かないことがある。

□話し声が大きいと言われる。

□見えないところから車の接近

に気付かない。

□電子レンジの「チン」という音

や、ドアのチャイムの音が聞

こえにくい。

□耳鳴りがする。

難聴の進行予防「補聴器」
補聴器の使用を検討している

場合は、購入したら終了ではあ

りません。購入後も正しく使用

するトレーニングや定期点検、

メンテナンスも必要です。補聴

器は、補聴器技能者がいる販売

店などで相談・購入しましょう。

耳の聞こえと認知症

　診療時間は、午前９時から午後５時までです。受診する際は、あらかじめ、当番医に電話で症状を伝え、必ず健康保険被保険者
証を持参してください。また、休日当番医は、変更になることがあります。最新の情報は、市ウェブサイトで確認してください。
　なお休日当番医の診療時間に、二次救急医療施設（栗原中央病院）を直接受診することは、控えましょう。

市民生活部健康推進課　☎（２２）０３７０問休日急患診療当番医・調剤薬局

―

―

―

―

12/1
（　）日

8
（　）日

15
（　）日

22
（　）日

29
（　）日

30
（　）月

31
（　）火

つきだてこどもクリニック
［築館］☎（24）8753

くりこまクリニック
［栗駒］☎（45）2128

日野クリニック
［志波姫］☎（23）7100

岩渕医院
［栗駒］☎（45）2155

くろさわ整形外科
［一迫］☎（52）2627

たまがけ医院
［一迫］☎（52）5115

伊礼整形外科
［築館］☎（22）0066

一迫内科クリニック
［一迫］☎（52）2122

宮城島クリニック
［一迫］☎（52）2881

栗原市立花山診療所
［花山］☎（56）2013

まるき内科クリニック
［志波姫］☎（24）8073

萩野診療所
［金成］☎（44）2005

栗原市立鶯沢診療所
［鶯沢］☎（55）3511

沢辺中央医院
［金成］☎（42）1171

岩渕歯科医院
［栗駒］☎（45）2451

おおつ歯科クリニック
［築館］☎（21）1480

小田島歯科医院
［志波姫］☎（23）8148

アイベル薬局 築館店
［築館］☎（24）8869

上小路一桝新生薬局
［栗駒］☎（45）1255

志波姫調剤薬局
［志波姫］☎（23）3022

上小路一桝新生薬局
［栗駒］☎（45）1255

サン調剤薬局
［一迫］☎（57）6888

ひまわり薬局
［一迫］☎（57）6035

しぶや薬局
［築館］☎（21）2888

一迫内科クリニック（院内）
［一迫］☎（52）2122

一迫薬局
［一迫］☎（52）4614

栗原市立花山診療所（院内）
［花山］☎（56）2013

マリーン調剤薬局 志波姫店
［志波姫］☎（23）3520

ありかべ調剤薬局
［金成］☎（44）2586

さくら薬局 鶯沢店
［鶯沢］☎（55）2566

オリーブ調剤薬局
［金成］☎（24）7480

（　　　）築　館
小野寺 凌弓くん
 お の でら り く

（　　　）若　柳
増田 結亜ちゃん
 ます だ ゆ あ

（　　　）若　柳
鈴木 央惺くん
 すず き おう せい

（　　　）若　柳
佐藤 颯飛くん
 さ とう はや と

（　　　）栗　駒
菅原 望愛ちゃん
 すが わら の あ

（　　　）栗　駒
千葉 優心くん
 ち ば ゆう しん

（　　　）瀬　峰
川井 陽葵ちゃん
 かわ い ひ まり

（　　　）金　成
清野 暁斗くん
 せい の あき と

（　　　）志波姫
菅原 日菜美ちゃん
 すが わら ひ な み

（　　　）志波姫
小野 陽葵ちゃん
 お の ひ まり
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KOSODATE no WA学びのひろば MANABI no HIROBA

献立作成者
食生活改善推進員 一迫分会  菊池 悦子

きく    ち        えつ    こ

　ニチイキッズ築館みやの保育園では、地域の人から畑を借
り、通年で野菜の栽培を楽しんでいます。
　１０月は、サツマイモの収穫に挑戦しました。昨年に引き続
き今年も大豊作で、子どもたちは「大きいね」と喜び合いなが
ら、サツマイモを掘り出しました。曇り空の下での収穫でした
が、子どもたちの笑顔と大歓声は、雲を吹き飛ばすほどでした。
　自宅に持ち帰ったサツマイモは、保護者に調理をしてもら
い、おいしく食べたそうです。地域や家庭ぐるみで園の食育活
動を後押ししてもらえることをうれしく思います。
　この他にも園では、四季の行事を通した食文化の伝承、クッ
キングなど楽しい食育活動を行っています。乳幼児期からの体
験を通して、食への意欲や関心が育まれることを願っています。

ニチイキッズ築館みやの保育園　鈴木 美雪

※1人当たりの栄養価 ： 163kcal、たんぱく質3.7ｇ、塩分1.5ｇ

　一迫小学校は、奥羽山脈や栗駒山を望み、一迫川が東に流れ
る環境にあります。子どもたちは、この豊かな自然を存分に体
感できるよう設計された校舎で、のびのびと学習しています。
　本校では、個々を褒め・認め・励ます教育活動により、互い
に認め合い・支える、あったかい学級・あったかい学校づくり
を目指す「心あったか大作戦！」を実施しています。３年目を迎
えたこの取り組みは、各学級・学年で見つけた「いいね！」を学
級内で共有し、蓄積した取り組みを全校児童の前で発表した
り、見つけた「いいね！」を校内に掲示したりして、他学年にも
共有しています。
　今後も「心あったか大作戦！」を合言葉に、個々の認め合いか
ら始まる、あったかい学校づくりに取り組んでいきます。

心あったか大作戦！

大きなサツマイモに大歓声

１２月

すず   き       み   ゆき

サツマイモのコンソメ煮

❶

❷

❸

❹

サツマイモは１センチメートル幅の輪切り
にし、水にさらした後、水気を切る。ニン
ジンは５ミリメートル幅の半月切り、タマ
ネギは薄切りにし、ベーコンは１センチ
メートル幅に切っておく。
鍋にバターを入れて中火にかけ、①を軽く
炒める。
食材全体にバターが回ったらAを加え、野
菜が軟らかくなるまで中火で煮る。
野菜が軟らかくなったら、ブロッコリーを
加え中火で２～３分程度加熱する。

つくり方材料（４人分）
サツマイモ 300g
ニンジン 100g
タマネギ 100g
ベーコン 50g
有塩バター 10g
　　水 600cc
　　固形コンソメ 2個
ブロッコリー 80g

ポイント
・サツマイモは、大きさによっていちょう切りや乱切りにしても良いです。
・ブロッコリーの代わりに、アスパラガスやホウレンソウを使ってもおいし

く作れます。

Ａ

今月の主な行事

　高清水子育て支援センターでは、１２
月１２日（木）に「クリスマス会」を行い
ます。サンタクロースからプレゼント
をもらったり、クリスマスの歌を歌っ
たり、お楽しみがいっぱいです。皆さ
ん、ぜひお越しください。

クリスマス会

　１０月１７日（木）に、県内の保育士や幼稚園の
先生などが集まった子育て応援団「ジャイアンとぱ
ぱ」の「しょうちん」こと、菅原尚孝さんを講師に迎
え、ふれあい遊びを行いました。
　参加した親子は、講師が奏でるウクレレのメロ
ディーやリズミカルな曲に合わせて、笑顔で体を
動かしました。

ふれあい遊びをしよう
志波姫子育て支援センター

ア ル バ ム
思い出の

センターからの連絡帳
　各支援センターでは、施設内の消毒や手
洗いなどの感染防止対策を徹底しています。
　家庭でも感染防
止対策をしっかり
と行い、みんなで
元 気 に 支 援 セ ン
ターへ遊びに来て
ください。

すが  わらしょうこう

家庭児童相談室
　育児・家庭環境・虐待など、家庭相談員
が電話や面接で相談に応じます。
●日時　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　午前８時３０分～午後 5 時１５分
●場所　市役所１階
　　　　市民生活部子育て支援課
　　　　☎（２２）２３６０

●クリスマス会
　築　館　１８日（水）　午前１０時３０分　　６日（金）
　　　　　　　　　　　　１０組　　子ども１人３００円
　栗　駒　２０日（金）　午前１０時３０分　　４日（水）
　高清水　１２日（木）　午前１１時　　６日（金）
　一　迫　１８日（水）　午前１０時３０分
　鶯　沢　１３日（金）　午前１０時１５分　　６日（金）
●クリスマス誕生会
　若　柳　２５日（水）　午前１０時３０分
　瀬　峰　１８日（水）　午前１１時　　　　　９日（月）
　志波姫　２０日（金）　午前１０時３０分　　１６日（月）
●ふれあい遊び
　金　成　１８日（水）　午前１０時１５分　　１１日（水）
●いいものつくろう（クリスマス飾りの製作）
　花　山　１２日（木）　午前１０時３０分

申

申
申

申

申
申

申

定 料

記号の説明 申込期限申 定員定 料金料

子育て支援センター
市内にお住まいの人なら、どの支援センターでも
利用できます。
妊婦さんや里帰りの人も気軽に遊びに来てください。

【利用時間】月～金曜日　午前９時～午後５時
●築　館 ☎（２２）９７５２
●若　柳 ☎（３２）３２４３
●栗　駒 ☎（４５）５５８１

【利用時間】第２・４週木曜日　午前９時３０分～１１時３０分
●花　山 ☎（５２）３９２５

●高清水 ☎（５８）２３５０
●一　迫 ☎（５２）３９２５
●瀬　峰 ☎（３８）２２５０

●鶯　沢 ☎（５５）３１７８
●金　成 ☎（４２）３２５１
●志波姫 ☎（２２）８６１１

掲載以外にも開催
している行事が
ありますので、
市ウェブサイトを
ご覧ください。

子育て

市ウェブサイト
一迫小学校



１５　　広報くりはら　令和６年１２月１日 広報くりはら　令和６年１２月１日　　１４各保健推進室の問い合わせ先　 市外局番 0228　 築館 ・ 志波姫 ☎（２２）１１7１　 若柳 ・ 金成　 ☎（３２）２１２6　 栗駒 ・ 鶯沢 ☎（４５）２１37　 高清水 ・ 瀬峰 ☎（５８）２１１9　 一迫 ・ 花山 ☎（５２）２１30

イベント名 時 間 場 所開催日 問合せ先 開催日 イベント名 時 間 場 所 問合せ先

12 月
202４年

掲載の情報以外は、
市ウェブサイトをご覧ください。

栗原市ウェブサイト

市立図書館　10：30～10：50
　　　　　　14：30～15：00
若柳公民館　10：00～11：00
栗駒図書室　10：00～10：30

おはなし会　☎（21）1403高清水総合支所　　　 14：50～15：20

鶯沢小学校　　　　　 13：35～14：25

志波姫小学校前駐車場 16：00～16：30

若柳公民館 14：20～14：50
瀬峰公民館 14：00～14：30
鶯沢公民館 14：35～14：55
花山小学校 10：15～10：45

移動図書館車
「ブッくる号」
☎（21）1403
※悪天候中止

凡　例
母子手帳交付日　　　9：00～１２：００

休日の家庭ごみ搬入　８：３０～１１：３０
受入 ☎（52）3080　１３：００～１６：３０

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先各種相談 開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先その他のセミナー

１ 日（日）

２ 日（月）

３ 日（火）

４ 日（水）

５ 日（木）

６ 日（金）

７ 日（土）

８ 日（日）

９ 日（月）

１０ 日（火）

１１ 日（水）

１２ 日（木）

１3 日（金）

１4 日（土）

１5 日（日）

１6 日（月）

17 日（火）

18 日（水）

19 日（木）

20 日（金）

21 日（土）

22 日（日）

23 日（月）

24 日（火）

25 日（水）

26 日（木）

27 日（金）

28 日（土）

29 日（日）

30 日（月）

31 日（火）

栗原市メンタルヘルス相談 4日（水） 各保健推進室13：30～16：30市役所 10日（火）
精神保健福祉士による
アルコール等依存症専門相談 ６日（金） 大崎保健所栗原支所

（22）211813：00～16：20大崎保健所栗原支所 11日（水）

臨床心理士によるひきこもり専門相談 ９日（月） 大崎保健所栗原支所
（22）211813：30～16：40大崎保健所栗原支所 12日（木）

人権相談 仙台法務局古川支局
0229（22）051010：00～15：00

築館総合支所 10日（火）、 24日（火）
栗駒総合支所 19日（木）

各保健推進室9：30～11：30すくすく育児相談 20日（金）築館保健センター
各保健推進室10：00～16：00のびのび子育て相談 13日（金） 6日（金）市役所
社会福祉課

（22）134010：00～12：00身体障害者相談 18日（水）各総合支所（築館、若柳、
栗駒、金成、志波姫、花山）

傾聴サロン秋桜 健康推進課
（22）03709：30～11：30市民活動支援センター 11日（水）、 28日（土）

こす もす

オレンジカフェ　ひよっこ 10：00～12：00 オレンジカフェ　ひよっこ〔金成〕 オレンジカフェ　ひよっこ
（44）2046

栗原地方青年文化祭2024 9：30～12：00 みちのく伝創館 社会教育課
（42）3514

オレンジカフェ　マロンかふぇ 10：00～12：00 オレンジカフェ　マロンかふぇ
（24）9707リハカフェ ALAISE〔若柳〕

ア レ ー ズ

オレンジカフェ　語りすと 10：00～12：00 オレンジカフェ　語りすと
cafe.catalyst.customer@gmail.comカフェ　カタリスト〔築館〕

当日正午13：00～14：0021日（土）

トレーニングルーム利用講習会 当日正午19：30～20：30毎週木曜日

19：00～20：0011日（水）
若柳総合体育館 当日正午 若柳総合体育館 （32）3313

14：00～15：0011日（水）

前日 栗駒総合体育館 （45）588513：00～14：00栗駒総合体育館 毎週日曜日

やさしいヨガ体験会 前日 栗駒総合体育館 （45）588511：15～12：00栗駒総合体育館 21日（土）

前日 栗駒総合体育館 （45）588514：30～15：15太極拳初心者教室 21日（土）栗駒総合体育館

骨髄バンク登録相談、HIV・クラミジア・
梅毒抗体検査、肝炎ウイルス検査

3日（火）
17日（火）

大崎保健所栗原支所
（22）21179：30～11：30大崎保健所栗原支所 10日（火）

24日（火）

オレンジカフェ　アクア 13：30～15：30 オレンジカフェ　アクア
（24）7820

高清水保健福祉センター
（ほっと館）

がんサロン「サロンdeよらいん」 14：00～15：30 栗原中央病院 栗原中央病院
（21）5330

デ

9：00～16：00
令和７年11月30日まで寄贈「絵画」の展示 栗原文化会館 栗原文化会館

（23）1234

くらし・しごとのお悩み出張相談会 自立相談支援センター  ひありんく栗原
（22）763113：30～15：30 志波姫総合支所

栗駒山麓ジオパーク学習交流会2024 9：30～12：00 栗原文化会館 栗駒山麓ジオパーク推進協議会
（24）8836

栗原市精神障がい者家族連合会
（45）463010：00～12：00心の病を持つ方の家族会 14日（土）市民活動支援センター

くりでん創業祭 10：00～17：00 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園
（24）7961

ドリームミュージックフェスタ 13：00～ 若柳ドリーム・パル 若柳ドリーム・パル
（32）6600

寄贈「漫画原画色紙」の展示 9：00～16：00 栗原文化会館 栗原文化会館
（23）1234

白鳥省吾記念館企画展『星影のワルツ』
の作詞家白鳥園枝とその父白鳥省吾

9：00～16：30
令和７年２月28日まで 白鳥省吾記念館 白鳥省吾記念館

（23）7967

しろ  とり せい   ご

　　　　　　　　　  しろ  とり  その　え

つきだて朝市 6：30～8：00
15日も開催 市役所前 築館朝市運営委員会

090（2271）9392

※オレンジカフェとは、認知症の人やその家族、地域住民、専門職など、誰でも集える場です。

高清水・瀬峰・志波姫

高清水・瀬峰・志波姫

鶯沢小・公

鶯沢小・公

若柳

若柳

花山

築館

築館・若柳・栗駒

築館

築館

つきだて朝市（暮れ市） 6：30～8：00 市役所前 築館朝市運営委員会
090（2271）9392

白鳥省吾記念館企画展『星影のワルツ』の作詞家
白鳥園枝とその父白鳥省吾（令和７年２月28日まで）

栗原地方青年文化祭2024
（１日）

つきだて朝市
（１日、15日、30日）

寄贈「絵画」の展示
（令和７年11月30日まで）



１７　　広報くりはら　令和６年１２月１日 広報くりはら　令和６年１２月１日　　１６

※ブッくる号、おはなし会の日程は、市内の情報カレンダーをご覧ください。

シルバー保育園サンバ！
中澤 日菜子 著　小学館

　定年退職後に妻から離婚され、孤独で
怠惰な日々を送っていた銀治は、ひょん
なことから保育園の嘱託職員となるはめ
に。子どもと女性が大の苦手の銀治だっ
たが、次第に心に変化が生まれ…。人生
応援小説。

なか  ざわ      ひ     な     こ

たれてる
鈴木 のりたけ 作　ポプラ社

　ドーナツにチョコレートをかけて…。
あー、もう！たれてる、たれてる！たれ
続けるチョコレートは、いったいどうな
るの！？ページをめくるたびに驚きと笑
いが生まれる、子どもと大人のツボつく
ユーモア絵本。

東雲太鼓

※市内で活動する団体の
　情報をお寄せください

　私たちは、小学２～４年生の児童５人と、指導者を含む
大人たちで活動しています。和気あいあいとした雰囲気を
大切にしながら、和太鼓を打つときは真剣に取り組むこと
を心掛けています。
　練習は、毎週水曜日と土曜日の午後６時３０分から７時
３０分まで、築館小学校の体育館で行っています。三つ打
ちなどの基礎練習の他、曲の練習で技を磨いています。イ
ベント出演や介護施設での発表などを目標に練習に励んで
いるため、出演依頼など大歓迎です。
　和太鼓の魅力は、何と言っても迫力ある音色です。音色
が１つにそろったときの感動は、ひとしおです。和太鼓演
奏に興味がある人なら、年齢は問いません。ぜひ、私たち
と一緒に和太鼓を打ちましょう。
　

東雲太鼓　佐藤
　 ☎０９０（１２５４）６５９２

し の の め

●冬のあったかおはなし会
　冬やクリスマスをテーマにしたお話
を紹介します。
　寒い冬には楽しいお話を聞いて、み
んなで温かくなりましょう。
日時　１２月２１日（土）
　　　午後２時３０分～３時
場所　市立図書館
対象　幼児・小学生
内容　絵本の読み聞かせ、パネルシア

ター、手遊びなど
●年末年始の休館日

期間　１２月２９日（日）～
　　　令和７年１月３日（金）
※休館中の本の返却は、入り口左側のブックポス

トを利用してください。
※ＣＤ・ＤＶＤなどの視聴覚資料は、開館してい

る時間にカウンターへ返却してください。

情報交換プラザ展示

※個人・グループ活動の発表をしてみませんか。無料で利用できます。

「消費生活啓発パネル展」
期 間　１２月５日（木）～２４日（火）

すず    き

栗原の大地で育った漢方和牛で作られたハンバーグ
　第４回募集で新たに認定した「栗駒山麓のめぐみ」から、「漢方和牛入りデミソースハンバーグ」を
紹介します。

　栗駒山麓ジオパークでは、市内の小・中学校を中心に
市内の資源を題材とした学習をしています。
　その学習成果を発表し、学習を通じて得た学びや発見
をお互いに教えあい、交流することを目的とした学習交
流会を開催します。ぜひ、お越しください。

●日時　１２月１９日（木）　午前９時３０分～正午
●場所　栗原文化会館
●費用　無料
※詳しくは、栗駒山麓ジオパークウェブサイトで確認してください。

栗駒山麓ジオパーク学習交流会２０２４開催

▲漢方和牛入りデミソースハンバーグ

●肉の安全安心は牛の健康から
　漢方和牛を生産している関村
牧場は、東北自動車道築館イン
ターチェンジにほど近い斜面に
位置しています。この牧場の和
牛は全て自然交配・自然分娩で
生まれ、２年６カ月飼育されま
す。親牛と飼育される子牛は、
足腰に程よい負荷のかかる斜面
で健康的に育つため、身が引き
締まります。また、出荷の約８
カ月前からは、１４種類の漢方
飼料を与えているため、臭みの
ない和牛に仕上がります。
　生産のきっかけは、約２０年
前に流行したＢＳＥ問題です。
牛の病気対策や、肉の安全性が
大きな社会問題となり「牛の健
康」、「安全安心な食材の提供」
への思いを強くしたこの牧場
は、漢方和牛の生産・ブランド
化に取り組みました。

●栗原のおいしさが詰まった一品
　ハンバーグに使用している牛
肉は、臭みのない濃厚なうまみ
と柔らかく食べやすい肉質、人
肌で溶けるほど繊細でヘルシー
な脂が特徴です。また、ソース
にもこだわっており、漢方和牛
と漢方三元豚の合いびき肉で作
られたハンバーグの脂をそのま
ま使用しています。
　この他、製造はグループ会社
の市内工場で行っており、栗原
産食材のおいしさが詰まった一
品を、安全安心な環境で作って
います。

　漢方和牛入りデミソースハン
バーグは、おかってマルシェで
販売中です。
　お歳暮をはじめとする大切な
人への贈り物や、クリスマスの
食事などにもおすすめです。こ
の機会に、ぜひ一度ご賞味くだ
さい。

おかってマルシェ
栗原市築館照越永平１－１
営業時間　午前９時３０分～午後６時
定休日　第１・第３水曜日（祝日除く）
☎（２５）４１５５

▲おかってマルシェ店長高橋さん

▲昨年度の学習交流会の様子

ぶん べん

98

ジオパーク推進室

ジオパーク ジオパーク

Facebook LINE

ジオパーク

市ウェブサイト

☎（２４）８８３６
ファクス（４５）５９３６

図書館

市ウェブサイト

図書館

Facebook

市立図書館☎（２１）１４０３
【開館時間】
●火～金曜日：午前１０時～午後６時
●土・日曜日：午前　９時～午後５時

【休館日】
●毎週月曜日、祝日（月曜日が祝日の

場合、その翌日も休館）

お す す め今月の 本

81

お知らせ



１９　　広報くりはら　令和６年１２月１日 広報くりはら　令和６年１２月１日　　１８各総合支所の問い合わせ先　 築館 ☎（２２）１１１１　若柳 ☎（３２）２１２１　栗駒 ☎（４５）２１１１　高清水 ☎（５８）２１１１　一迫    ☎（５２）２１１１　瀬峰 ☎（３８）２１１１　鶯沢 ☎（５５）２１１１　金成 ☎（４２）１１１１　志波姫 ☎（２５）３１１１　花山 ☎（５６）２１１１
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師
走
に
入
り
、
日
増
し
に
寒

さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、

慌
た
だ
し
さ
と
同
時
に
、
新
し

い
年
を
迎
え
る
準
備
で
に
ぎ
わ

い
も
感
じ
ら
れ
る
毎
日
で
す
。

　
こ
の
年
末
、
市
内
の
20
人
の

中
学
生
の
皆
さ
ん
が「
く
り
は

ら
親
善
大
使
」と
し
て
、
台
湾

の
南
投
市
に
向
け
、
い
よ
い
よ

日
本
を
出
発
し
ま
す
。

　
中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業
は
、

こ
れ
ま
で「
青
空
大
使
」と
し
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
派
遣
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
、
以
前
の
よ

う
に
海
外
に
触
れ
る
機
会
を
設

け
た
い
と
思
い
、
今
年
か
ら
派

遣
先
を
改
め
て
実
施
し
ま
す
。

　
市
と
南
投
市
は
、
自
然
災
害

の
教
訓
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
共
通
点
と
し
て
交
流
が
始

ま
り
、
２
０
２
０
年
に
姉
妹
都

市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

　
大
使
た
ち
に
は
、
過
去
に
台

湾
を
襲
っ
た
大
地
震
か
ら
学
ぶ

防
災
学
習
や
、
地
元
の
中
学
生

と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
異
国

の
歴
史
や
文
化
を
肌
で
感
じ
、

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
来
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
回
の
経
験
が
子

ど
も
達
の
国
際
的
視
野
を
広
げ
、

自
分
の
未
来
を
切
り
拓
く
力
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
、
送
り

出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
栗
原

市
民
と
し
て
の
自
信
と
誇
り
を

胸
に
、
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。 

異
国
の
仲
間
た
ち
と
の
架
け
橋
に

令
和
６
年
第
４
回

栗
原
市
議
会
定
例
会

●
日
程
・
内
容

□
12
月
３
日（
火
）本
会
議
　
会

期
の
決
定
、
議
案
の
提
案
理

由
説
明
な
ど

□
10
日（
火
）〜
12
日（
木
）本
会

　
議
　
一
般
質
問（
個
人
質
問
）

□
13
日（
金
）本
会
議
　
一
般
質

問（
個
人
質
問
）、
議
案
の
総

括
質
疑
な
ど

□
16
日（
月
）各
常
任
委
員
会
・

予
算
特
別
委
員
会
　
付
託
議

案
審
査

□
17
日（
火
）本
会
議
　
各
常
任

委
員
会
・
予
算
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

採
決
な
ど

※

土
・
日
曜
日
は
休
会

※

一
般
質
問
や
議
案
の
件
数
に
よ
っ
て
、

会
期
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
開
会
時
間
　
午
前
10
時
〜

※

12
月
17
日（
火
）は
、
午
後
１
時
30
分

開
会

●
場
所
　
市
役
所
４
階
　
議
場

●
傍
聴
　
席
数
25
席

※

車
い
す
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

●
請
願
・
陳
情
の
提
出
　
定
例
会

で
審
査
す
る
請
願
ま
た
は
、
紹

　
介
す
る
陳
情
は
、12
月
12
日（
木
）

　
正
午
ま
で
、
議
会
事
務
局
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

議
会
中
継
の
視
聴
方
法

　
議
会
の
中
継
は
、
本
庁
舎
お
よ

び
各
総
合
支
所
の
テ
レ
ビ
で
視
聴

で
き
る
他
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
議
会
情
報
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
を
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
議
会
事
務
局
☎（
22
）１
１
７
０

令
和
７
年
度
任
期
付

市
費
負
担
教
員
採
用
試
験

　
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な

学
び
の
充
実
を
目
指
し
、少
人
数
で

の
学
級
編
成
を
行
う
た
め
、
任
期

付
市
費
負
担
教
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
選
考
種
別

　
□
一
般
選
考

　
□
教
職
経
験
者
特
別
選
考

●
申
込
期
限
　
令
和
７
年
1
月
10

日（
金
）

●
試
験
日
　
令
和
７
年
１
月
19
日（
日
）

●
試
験
会
場
　
金
成
庁
舎

●
試
験
方
法

□
一
般
選
考
　
小
論
文
、
面
接

□
教
職
経
験
者
特
別
選
考
　
面
接

●
採
用
区
分
、
採
用
人
数

　
□
小
学
校
教
諭
　
　
9
人
程
度

　
□
中
学
校
教
諭
　
　
3
人
程
度

●
受
験
資
格

共
通
事
項

□
教
育
職
員
免
許
法
に
規
定
す

る
小
学
校
、
中
学
校
教
諭
の

普
通
免
許
状
を
所
有
し
て
い

る
人
ま
た
は
、
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
人

□
地
方
公
務
員
法
第
16
条
お
よ

び
学
校
教
育
法
第
９
条
の
欠

格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

教
職
経
験
者
特
別
選
考

　
　
宮
城
県
職
員
永
年
勤
続
者
表

彰
を
受
け
て
い
る
人
ま
た
は
、

宮
城
県
以
外
の
自
治
体
で
同
等

の
表
彰
を
受
け
て
い
る
人

●
申
し
込
み
　
受
験
案
内
と
申
込

書
　
は
、
金
成
庁
舎
２
階
学
校

教
育
課
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
学
校
教
育
課
に
持
参
ま

た
は
、
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※

郵
送
は
、
令
和
７
年
１
月
10
日（
金
）

　
当
日
消
印
有
効

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確

認
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
教
育
部
学
校
教
育
課

　
〒
９
８
９-

５
１
７
１

　
栗
原
市
金
成
沢
辺
町
沖
２
０
０

番
地
　
　
　
☎（
42
）３
５
１
２

　
築
館
地
区
宮
野
に
は
、
鎌
倉
時

代
の
末
か
ら
南
北
朝
時
代
の
動
乱

期
に
か
け
て
の
４
つ
の
文
書
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
つ
は
、
建
武

４
年（
1
3
3
7
年
）8
月
２
日
の

日
付
が
あ
る
紺
紙
に
金
泥
で
書
か

れ
た
寄
進
状
で
、
従
三
位
中
納

言
朝
臣
が
、
霊
験
あ
ら
た
か
な

場
と
さ
れ
る
宮
野
八
幡
宮
に「
天

下
泰
平
」の
た
め
、
神
鏡
一
面
を

奉
納
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　
他
の
３
つ
は
、
南
北
朝
時
代
の

文
書
で
あ
り
、
宮
野
家
の
家
系
図

や
天
正
18
年（
1
5
9
0
年
）正
月

5
日
に
宮
野
豊
後
守
が
家
伝
の
重

器（
具
足
、
大
刀
、
綸
旨
、
経
文
、

古
鏡
な
ど
）を
筋
目
と
し
て
及
川

重
昌
へ
譲
っ
た
と
い
う
譲
渡
状
、

天
正
18
年（
1
5
9
0
年
）7
月
14

日
に
大
崎
義
隆
が
宮
野
豊
後
守
へ

宛
て
た
書
状
で
す
。
大
崎
氏
は
足

利
一
門
奥
州
管
領
で
あ
り
、
斯
波

氏
ゆ
か
り
の
氏
族
で

す
が
、
関
東
北
部
大

崎
庄
か
ら
宮
城
県
に

移
り
、
志
田
、
遠
田
、

加
美
、
玉
造
、
栗
原

の
五
郡
を
拠
点
と
し

た
有
力
武
士
で
、
大

崎
義
隆
は
そ
の
最
後

の
領
主
で
す
。
こ
の
頃
の
栗
原
は
、

大
崎
氏
と
関
東
御
家
人
の
葛
西
氏

が
せ
め
ぎ
合
い
、
両
勢
力
の
衝
突

す
る
地
で
し
た
。
宮
野
豊
後
守
平

政
弘
の
署
名
に
よ
る
元
亀
元
年

（
1
5
7
0
年
）正
月
10
日
の
宮
野

家
の
系
図
は
、
宮
野
氏
が
葛
西
一

族
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
永

正
元
年（
1
5
0
4
年
）に
大
崎
氏

の
た
め
に
上
洛
し
、
足
利
将
軍
に

謁
見
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
大
崎
氏
配
下
と
し
て
行
動
し

て
い
た
事
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
史
料
は
鎌
倉
時
代
か

ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
、
戦
乱

の
続
く
栗
原
の
様
子
を
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。

　
教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

年
末
年
始
の
お
休
み
期
間

　
市
内
各
機
関
の
年
末
年
始
の
休

日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
年
末
年
始
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
利
用
す
る
場
合
は
、

注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口（
市
役
所
・
各
総
合
支
所
）

　
12
月
28
日（
土
）〜
令
和
７
年
１

月
５
日（
日
）

※

戸
籍
の
届
出
を
除
く

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

市
立
病
院
・
市
立
診
療
所
の

外
来
診
療

　
12
月
28
日（
土
）〜
令
和
７
年
１

月
5
日（
日
）

※

休
日
急
患
当
番
日
は
除
く

　
医
療
局
医
療
管
理
課

☎（
21
）５
６
３
１

し
尿
収
集

　
12
月
29
日（
日
）〜
令
和
７
年
１

月
５
日（
日
）

●
し
尿
収
集
申
し
込
み
先

　
協
業
組
合
栗
原
環
境
保
全

☎（
23
）６
０
０
０

　
市
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎（
33
）２
３
０
１

ご
み
直
接
受
入
　

●
家
庭
ご
み
　
12
月
29
日（
日
）〜

　
令
和
７
年
１
月
５
日（
日
）

●
事
業
系
ご
み
　
12
月
28
日（
土
）〜

　
令
和
７
年
１
月
５
日（
日
）

　
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎（
52
）３
０
８
０

市
民
バ
ス

●
路
線
バ
ス

　
12
月
31
日（
火
）〜
令
和
７
年
１

月
３
日（
金
）

●
乗
合
デ
マ
ン
ド
交
通（
花
山
地

区
）

　
12
月
30
日（
月
）〜
令
和
７
年
１

月
３
日（
金
）

　
企
画
部
市
民
協
働
課

☎（
22
）１
１
６
４

火
葬
場

　
令
和
７
年
１
月
１
日（
水
）〜
３

日（
金
）

※

受
け
付
け
を
除
く

※

年
始
の
霊
き
ゅ
う
バ
ス
は
、
火
葬
件
数

に
よ
り｢

迎
え｣

だ
け
の
片
道
配
車
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
く
り
は
ら
斎
苑☎（

22
）４
１
２
１

防
災
行
政
無
線
を
一
時

放
送
停
止

　
市
の
防
災
行
政
無
線
の
中
継
局

を
工
事
し
ま
す
。
こ
の
工
事
の
た

め
、
３
日
間
防
災
行
政
無
線
放
送

を
停
止
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
昼

や
夕
方
の
定
時
チ
ャ
イ
ム
の
放
送

も
停
止
し
ま
す
。

　
ま
た
、
期
間
中
の
防
災
情
報
は
、

安
全
安
心
メ
ー
ル
、
市
公
式
ラ
イ

ン
、
テ
レ
ビ
回
覧
板
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
停
止
期
間
　
12
月
10
日（
火
）〜

12
日（
木
）

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

燃
料
の
取
り
扱
い
に
注
意

　
冬
は
、
家
庭
で
燃
料
を
取
り
扱

う
機
会
が
増
え
、
例
年
、
ホ
ー
ム

タ
ン
ク
か
ら
燃
料
が
漏
れ
出
す
な

ど
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
状
況
や
取
り

扱
い
な
ど
を
再
度
確
認
し
、
安
全

な
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
燃
料
を
取
り
扱
う
際
の
注
意

□
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
給
油
管
が

壊
れ
て
い
な
い
か
点
検
す
る
。

□
燃
料
を
取
り
扱
う
と
き
は
、目

　
を
離
さ
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

□
燃
料
が
河
川
な
ど
の
公
共
水

　
域
に
流
出
し
た
ら
、速
や
か
に

　
問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡
す
る
。

　
建
設
部
建
設
課☎（

22
）１
１
５
２

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

中
世
大
崎
古
文
書

232 市
内
の
文
化
財
散
策

▲８月に開催した結団式 ▲寄進状

議会中継

種
　
　
別
　
市
指
定
有
形
文
化
財

指
　定
　日
　
昭
和
39
年
８
月
24
日

所
　在
　地
　
個
人
蔵

ち
ゅ
う
　せ
い
　お
お
　 さ
き
　  

こ
　
　も
ん
　じ
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　 

け
ん
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　  

じ
ゅ 

さ
ん
　 

み 

ち
ゅ
う
　
な
　

ご
ん
　
あ
　 

そ
ん

　
　  

て
ん
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　 

み
や
　
の
　
ぶ
ん 

ご
の  

か
み

　
　
　
　 

ぐ
　
そ
く
　
　
　 

た
　 

ち
　
　
　 

り
ん
　
じ
　
　  

き
ょ
う 

も
ん

　
こ 

き
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

お
い  

か
わ

し
げ  

ま
さ

　
　
　
　
　
お
お  

さ
き  

よ
し  

た
か

　
　
　
　
　
　
　 

お
う
し
ゅ
う
か
ん 

れ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　 

ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

げ
ん
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

え
い

し
ょ
う

え
っ 

け
ん
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高
齢
者
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

購
入
費
補
助
金

　
70
歳
以
上
の
人
の
み
が
居
住
す

る
世
帯
で
、初
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
購
入
す
る
人
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

●
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

□
昭
和
30
年
３
月
31
日
以
前
に

生
ま
れ
た
市
民
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
未
所
持
の
世
帯

□
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

自
身
が
使
用
す
る
目
的
で
指

定
販
売
店
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

　
ン
を
初
め
て
購
入
し
、
モ
バ

イ
ル
デ
ー
タ
通
信
契
約
※
を

し
た
人

※
携
帯
電
話
会
社
が
提
供
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
の
こ
と

※

携
帯
電
話
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

へ
の
機
種
変
更
を
含
む

□
市
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯

□
市
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信

機
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
人

□
購
入
後
に
栗
原
市
安
全
安
心

メ
ー
ル
ま
た
は
、
市
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
登
録
し
た
人

●
助
成
金
額
　
　
　
最
大
２
万
円

※

本
体
購
入
費
、
充
電
器
購
入
費
用
、

事
務
等
手
数
料
の
合
計
金
額
に
対
し

て
補
助
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
次
の
①
〜
③
の
手

順
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
指
定
販
売
店
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

　
ン
を
購
入
し
、
栗
原
市
安
全

安
心
メ
ー
ル
ま
た
は
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
登
録

②
店
舗
備
え
付
け
の
申
請
書
に

証
明
印
を
押
印
し
て
も
ら
う

③
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

申
請
書
を
提
出

●
指
定
販
売
店
　
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ

築
館
店
、
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
栗

原
店
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
築
館
、

a
u
シ
ョ
ッ
プ
築
館
店

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

高
齢
者
安
全
運
転
支
援

装
置
設
置
費
補
助
金

　
車
の
安
全
運
転
支
援
装
置
を
後

付
け
で
設
置
し
た
人
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人

□
昭
和
30
年
３
月
31
日
以
前
に

生
ま
れ
た
市
内
に
居
住
す
る
人

□
有
効
期
限
内
の
自
動
車
運
転

免
許
証
が
あ
る
人

□
市
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯

●
対
象
車
両
　
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
自
動
車

□
国
土
交
通
省
の
性
能
認
定
を

受
け
た
安
全
運
転
支
援
装
置

を
設
置
し
た
車
両（
自
動
二

輪
車
を
除
く
）

□
自
家
用
車
両

□
自
家
用
車
両
の
所
有
者
と
使

用
者
が
補
助
金
を
申
請
す
る

人
と
同
じ
で
あ
る
こ
と

●
助
成
金
額
　
　
　

□
障
害
物
検
知
機
能
付
き
装
置

の
場
合
　
上
限
４
万
円

□
障
害
物
検
知
機
能
が
な
い
場

合
　
上
限
２
万
円

●
申
し
込
み
　
次
の
①
、
②
の
手

順
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
安
全
運
転
支
援
装
置
の
取
扱

い
店
で
設
置

②
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

申
請
書
を
提
出

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

令
和
７
・
８
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　
入
札
参
加
登
録
を
希
望
す
る
場

合
は
、
申
請
要
領
に
基
づ
き
、
期

限
ま
で
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
請
区
分

□
建
設
工
事

□
建
設
関
連
業
務（
測
量
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
）

□
物
品
の
調
達
・
役
務
の
提
供

●
受
付
期
間
　
12
月
２
日（
月
）〜

令
和
７
年
２
月
14
日（
金
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始（
12

　
月
28
日
〜
１
月
５
日
）を
除
く

●
資
格
有
効
期
間

　
令
和
７
年
４
月
１
日（
火
）〜

　
令
和
９
年
３
月
31
日（
水
）

※

受
付
期
間
後
の
申
請
は
、
随
時
受
け

　
付
け
と
な
り
、四
半
期
ご
と
の
資
格
承

　
認
日
か
ら
の
有
効
期
間
と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
申
請
要
領
　
を
確

認
し
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
に

持
参
ま
た
は
、
郵
送
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確

認
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
総
務
部
管
財
課

　
〒
９
８
７-

２
２
９
３

　
栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
７
番

１
号
　
　
　
☎（
22
）１
１
１
６

職
員
給
与
の
公
表

　
市
職
員
の
給
与
は
、
国
を
は
じ

め
と
す
る
全
国
の
公
務
員
や
、
民

間
企
業
の
給
与
な
ど
を
考
慮
し
、

市
議
会
の
議
決
を
経
た
上
で
、
市

の
条
例
で
定
め
て
い
ま
す
。
４
月

１
日
現
在
の
職
員
給
与
な
ど
を
、

次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
一
般
行
政
職
の
初
任
給

大
学
卒
業
程
度

□
市
　
　
　
19
万
６
２
0
0
円

□
国
　
　
　
19
万
６
２
0
0
円

　
高
等
学
校
卒
業
程
度

　
□
市
　
　
　
16
万
６
６
0
0
円

　
□
国
　
　
　
16
万
６
６
0
0
円

※

国
の
額
は
、
人
事
院
規
則
に
定
め
ら

　
れ
て
い
る
初
任
給
基
準
表
の
額
で
す
。

●
職
員
の
平
均
給
料
月
額
・
給
与

月
額
と
平
均
年
齢

　
一
般
行
政
職

□
平
均
給
料
月
額

31
万
７
０
４
７
円

□
平
均
給
与
月
額36

万
9
8
1
円

□
平
均
年
齢
　
　
　
44
・
9
歳

消
防
職

□
平
均
給
料
月
額

27
万
１
２
１
８
円

□
平
均
給
与
月
額

32
万
８
１
０
８
円

□
平
均
年
齢
　
　
　
36
・
９
歳

技
能
労
務
職

□
平
均
給
料
月
額

　
29
万
３
１
９
３
円

□
平
均
給
与
月
額

31
万
３
０
６
６
円

□
平
均
年
齢
　
　
　
55
・
１
歳

※

平
均
給
与
月
額
は
、
給
料
に
扶
養
手

当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、
管
理

職
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
を

加
え
た
金
額
で
す
。

●
特
別
職
の
報
酬
な
ど

月
額
報
酬

□
市
長
　
　
　
　
96
万
9
千
円

□
副
市
長
　
　
　
77
万
7
千
円

□
教
育
長
　
　
　
63
万
7
千
円

□
議
長
　
　
　
　
49
万
７
千
円

□
副
議
長
　
　
　
　
　
43
万
円

□
議
員
　
　
　
　
40
万
1
千
円

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
人
事
課☎（

22
）１
１
５
９

障
害
者
週
間

　
12
月
３
日（
火
）か
ら
６
日（
金
）

は
障
害
者
週
間
で
す
。
障
害
者
の

福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深

め
、
障
害
者
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

活
動
に
、
積
極
的
に
参
加
す
る
意

欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
互

い
を
理
解
・
尊
重
し
、
共
に
暮
ら

し
や
す
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）１
３
４
０

飼
い
主
と
し
て
の
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う

　
犬
や
猫
な
ど
を
飼
う
際
は
、
次

の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
犬
の
飼
い
主
が
守
る
べ
き
こ
と

□
吠
え
声
が
他
人
の
迷
惑
に
な
ら

　
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

□
散
歩
の
時
は
、
必
ず
リ
ー
ド

を
付
け
、
ふ
ん
尿
の
始
末
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

□
犬
が
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
に

飼
い
ま
し
ょ
う
。

□
犬
を
飼
い
始
め
た
ら
、
市
へ

の
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
猫
の
飼
い
主
が
守
る
べ
き
こ
と

□
室
内
で
飼
い
、
交
通
事
故
、

感
染
症
な
ど
の
危
険
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

□
屋
外
に
逃
げ
た
際
に
、
身
元

が
分
か
る
よ
う
首
輪
や
迷
子

札
な
ど
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

□
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
て
飼

い
ま
し
ょ
う
。

●
野
良
猫
へ
無
責
任
に
餌
を
与
え

な
い
で
く
だ
さ
い
　
餌
を
与
え

る
だ
け
で
、
そ
の
後
の
管
理
を

し
な
い
の
は
非
常
に
無
責
任
な

行
為
で
す
。
餌
を
与
え
て
い
る

人
は
、
餌
や
り
を
や
め
る
か
、

飼
い
主
と
し
て
責
任
を
持
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
。

※

各
家
庭
で
、
家
や
庭
な
ど
に
近
寄
ら
せ

　
な
い
よ
う
な
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

　
積
雪
が
お
お
む
ね
10
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
に
な
っ
た
場
合
に
、
除
雪
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
降
雪
の
状
況
に
よ
り
、
作
業
に

時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

円
滑
な
作
業
の
た
め
、
次
の
こ
と

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
円
滑
な
除
雪
作
業
の
た
め
に

□
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の

支
障
と
な
る
の
で
、
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

□
各
家
庭
か
ら
道
路
へ
の
排
雪

や
散
水
は
、
凍
結
の
原
因
に

な
る
た
め
、
行
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

□
除
雪
作
業
で
道
路
脇
に
押
し

出
さ
れ
た
雪
は
、
各
家
庭
で

排
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
沿
道
の
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

　
私
有
地
か
ら
道
路
に
張
り
出
し

て
い
る
樹
木
が
積
雪
で
車
や
歩
行

者
の
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
、
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
緊
急
の
場
合
は
、
通
行
の
支
障

と
な
っ
て
い
る
樹
木
を
伐
採
、
撤

去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
建
設
部
建
設
課☎（

22
）１
１
５
２

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　
次
の
よ
う
な
対
応
と
行
動
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

□
死
亡
し
た
野
生
動
物
に
は
、

素
手
で
触
ら
な
い
。

□
死
亡
し
て
い
る
野
生
動
物
を

発
見
し
た
ら
、
県
ま
た
は
市

に
連
絡
す
る
。

□
野
生
動
物
の
排
せ
つ
物
に
触

れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
手

洗
い
・
う
が
い
を
す
る
。

□
野
生
動
物
の
排
せ
つ
物
が
靴

の
裏
や
車
両
に
付
く
こ
と
で
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
病
原
菌
が
他
の
地

域
へ
運
ば
れ
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
野
生
動
物
に
近
づ
き

過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

□
靴
で
排
せ
つ
物
な
ど
を
踏
ま

な
い
よ
う
に
十
分
注
意
す
る
。

踏
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
は
靴

底
を
水
で
洗
い
流
し
、
必
要

に
応
じ
て
消
毒
す
る
。

□
野
生
動
物
を
追
い
立
て
た
り
、

捕
ま
え
た
り
し
な
い
。

　
農
林
振
興
部
林
業
畜
産
課

☎（
22
）１
１
３
６

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所

栗
原
地
域
事
務
所

☎（
22
）２
３
９
１

栗原市テレビ回覧板

　ｋｈｂ東日本放送が提供するテレビのデータ放送サー
ビス「ｋｈｂテレビ回覧板」で、市政情報の発信を行って
います。ぜひ、ご覧ください。
●掲載情報
　市政情報、観光情報、災害情報（避難所開設など）
●利用方法

※ボタンの配列や表記は、リモコンによって
異なります。

※栗原市のテレビ回覧板が表示されない場合
は、テレビの設定でお住まいの郵便番号が
登録されているか確認してください。

❶
❷
❸

ｄボタンを押す

テレビ画面の「栗原市のテレビ
回覧板」を選択し、決定ボタン
を押す

企画部市政情報課　☎（22）１１２６

テレビのリモコンの５チャンネ
ルを押す
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寄
贈「
絵
画
」の
展
示

　
市
内
の
民
俗
芸
能
や
風
景
な
ど

を
題
材
に
多
く
の
絵
画
を
制
作
し

た
菊
地
義
彦
氏
や
能
島
康
明
氏
な

ど
の
寄
贈
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時
　
12
月
17
日（
火
）〜
令
和

７
年
11
月
30
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
入
場
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
栗
原
文
化
会
館☎（

23
）１
２
３
４

栗
原
市
二
十
歳
を
祝
う
会

●
日
時
　
令
和
７
年
１
月
12
日（
日
）

　
午
後
１
時
〜

※

受
け
付
け
は
正
午
か
ら

●
場
所
　
若
柳
総
合
体
育
館

※

駐
車
場
は
、
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル
、

若
柳
病
院
で
す
。会
場
ま
で
は
、シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
内
容
　
式
典
、
記
念
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
記
念
写
真
撮
影

●
ゲ
ス
ト
　
小
林
さ
や
か
氏（
映

画「
ビ
リ
ギ
ャ
ル
」の
モ
デ
ル
）

●
注
意
事
項

□
出
席
す
る
人
は
、
案
内
状
に

同
封
の
入
場
券
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
持
っ
て
い

な
い
人
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

着
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
当
日
、
着
付
け
直
し
を
手
伝
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数
　
10
人

※

定
員
に
な
り
次
第
、
受
け
付
け
終
了

●
申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ
先
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
教
育
部
社
会
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
４

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

で
空
き
家
を
活
用

　
市
で
は
、
市
内
の
空
き
家
を
有

効
活
用
す
る
た
め
、
住
ま
い
る
栗

原
ホ
ー
ム
サ
ー
チ
事
業
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
空
き
家
の
所
有

者
か
ら
の
情
報
を
、
空
き
家
を
買

い
た
い
、
ま
た
は
、
借
り
た
い
人

に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　
空
き
家
の
所
有
者
や
活
用
し
た

い
人
は
、
こ
の
事
業
に
ぜ
ひ
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
　
定
住
戦
略
室
、
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

備
え
付
け
の
申
請
書
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
書
類

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

空
き
家
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
登
録

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
企
画
部
定
住
戦
略
室

☎（
22
）１
１
２
５

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
、

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
な
ど
の
証

明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
発
行
手
数
料
が
、
総
合
支
所
窓

口
で
発
行
す
る
よ
り
も
１
０
０
円

安
く
な
り
ま
す
。
便
利
で
お
得
な

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
、
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
可
能
店
舗
　
セ
ブ
ン
イ
レ

　
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ

　
プ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
市

役
所
本
庁
舎
な
ど

※

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し
て
い
る

店
舗
に
限
り
ま
す
。

●
取
得
で
き
る
証
明
書

□
住
民
票
の
写
し

※

本
人
と
本
人
の
同
一
世
帯
分

※

除
票
、
住
民
票
コ
ー
ド
や
個
人
番

号
を
記
載
し
た
も
の
は
取
得
不
可

□
印
鑑
登
録
証
明
書

※

本
人
分

□
所
得
課
税
証
明
書

※

過
年
度
は
取
得
不
可

※

本
人
分

□
戸
籍
謄
本（
抄
本
）、
戸
籍
の

附
票

※

栗
原
市
に
本
籍
が
あ
り
、
本
人
が

在
籍
す
る
現
在
の
戸
籍

※

除
籍
・
改
製
原
戸
籍
は
取
得
不
可

●
利
用
時
間
　

□
戸
籍
証
明
　
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時
15
分

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
　

□
そ
の
他
　
午
前
６
時
30
分
〜

午
後
11
時

※

年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
）、
シ
ス
テ
ム
休
止
日
を
除
く

※

市
役
所
本
庁
舎
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
の
利
用
時
間
は
、
戸
籍
証
明
と

同
様
で
す
。

●
準
備
す
る
も
の

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

□
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
※

　
の
暗
証
番
号

※
カ
ー
ド
に
は
、
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

ス
マ
ー
ト
窓
口
サ
ー

ビ
ス
実
施
中

　
各
総
合
支
所
の
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
窓
口
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導

入
し「
書
か
な
い
窓
口
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
証
明
書
の
交
付
手

続
き
を
自
宅
な
ど
か
ら
事
前
に
入

力
で
き
る「
待
た
な
い
窓
口
」、「
行

か
な
い
窓
口
」の
サ
ー
ビ
ス
も
、

併
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参

し
た
人
は
、
窓
口
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

書
か
な
い
窓
口

　
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
申
請

や
、
転
入
、
転
出
と
い
っ
た
住
民

異
動
の
手
続
き
を
す
る
際
に
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許

証
な
ど
の
写
真
付
き
の
身
分
証
明

書
の
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
で
、

申
請
書
を
手
書
き
す
る
必
要
が
な

く
な
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

待
た
な
い
窓
口

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
、

住
民
票
な
ど
の
各
種
証
明
書
の
交

付
申
請
書
を
事
前
に
入
力
し
、
二

次
元
コ
ー
ド
の
発
行
を
行
う
こ
と

で
窓
口
で
の
滞
在
時
間
を
短
縮
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

行
か
な
い
窓
口

　
児
童
手
当
な
ど
の
受
給
資
格
お

よ
び
児
童
手
当
の
額
に
つ
い
て
の

認
定
請
求
や
、
保
育
施
設
な
ど
の

支
給
認
定
申
請
お
よ
び
利
用
申
込

な
ど
の
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

完
結
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
ま
た
、
各
種
証
明
書
の
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

　
企
画
部
市
政
情
報
課
デ
ジ
タ
ル

行
政
推
進
室
☎（
22
）１
１
２
６

し
尿
収
集
運
搬
処
分
手
数

料（
し
尿
の
汲
み
取
り
料
金
）

の
支
払
い
方
法

　
４
月
か
ら
、
し
尿
収
集
運
搬
処

分
手
数
料
の
支
払
い
方
法
を
、
次

の
と
お
り
変
更
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替

　
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、

次
の
金
融
機
関
窓
口
で
口
座
振
替

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
金
融
機
関
　
仙
台
銀
行
、
七
十

七
銀
行
、
新
み
や
ぎ
農
業
協
同

組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
仙
北

信
用
組
合

口
座
振
込

　
し
尿
収
集
後
、
指
定
さ
れ
た
期

限
ま
で
に
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
窓
口

ま
た
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
、
指
定
の
払
込

取
扱
票
を
使
用
し
支
払
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
口
座
振
替
・
口
座
振
込
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
先

　
協
業
組
合
栗
原
環
境
保
全

☎（
23
）６
０
０
０

　
市
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎（
33
）２
３
０
１

放
射
能
関
連
相
談

　
各
種
測
定
を
希
望
す
る
人
は
、

問
い
合
わ
せ
先
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
測
定
内
容

□
空
間
放
射
線
量
の
出
前
式
測
定

□
食
品
・
井
戸
水
の
放
射
性
物

質
測
定

※
市
内
の
空
間
放
射
線
量
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
林
振
興
部
林
業
畜
産
課

　
放
射
性
廃
棄
物
等
対
策
室

☎（
22
）１
１
３
６

第
３
期
栗
原
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
案

の
意
見
募
集

　
市
で
は「
第
3
期
栗
原
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

●
計
画
期
間
　
令
和
７
年
度
か
ら

令
和
11
年
度

●
閲
覧
場
所

□
市
民
生
活
部
子
育
て
支
援
課

□
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

□
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

●
事
前
周
知
期
間

　
12
月
９
日（
月
）〜
17
日（
火
）

●
募
集
期
間
　
12
月
18
日（
水
）〜

令
和
７
年
１
月
６
日（
月
）

●
応
募
方
法
　
閲
覧
場
所
に
備
え

付
け
の
意
見
提
案
用
紙
　
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
提

出
ま
た
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

窓
口
へ
の
提
出
は
、
土
・
日
曜
日
、
年

末
年
始（
12
月
28
日
〜
１
月
５
日
）を
除

く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※

郵
送
は
令
和
７
年
１
月
６
日（
月
）必
着

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

   

市
民
生
活
部
子
育
て
支
援
課

　
〒
９
８
７-

２
２
９
３

　
栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
７
番

１
号
　
　
　
☎（
22
）２
３
６
０

フ
ァ
ク
ス（
22
）０
３
４
０

kosodate@kuriharacity.jp

学
び
た
い
気
持
ち
応
援

〜
無
利
子
奨
学
金

　
　
第
２
期
募
集
〜

　
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難

な
学
生
や
生
徒
に
、
奨
学
資
金
を

無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

□
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校

　（
後
期
課
程
）、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校（
高
等
課
程

お
よ
び
専
門
課
程
）、
短
期

大
学
、
大
学
、
東
北
職
業
能

力
開
発
大
学
校（
本
校
）の
い

ず
れ
か
に
在
学
ま
た
は
、
入

学
見
込
み
の
人

□
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
な
人

□
保
護
者（
親
権
者
ま
た
は
、

未
成
年
後
見
人
）が
市
内
に

在
住
す
る
人

●
貸
与
上
限
額（
月
額
）

□
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校

１
万
５
千
円

□
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

２
万
５
千
円

□
短
期
大
学
、
大
学
、
東
北
職

業
能
力
開
発
大
学
校

４
万
円

※

他
の
機
関
の
奨
学
金
と
併
用
し
て
、

市
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
貸
与
期
間
　
令
和
７
年
４
月
か

ら
正
規
の
修
業
年
限
ま
で

●
募
集
人
数
　
10
人
程
度

●
選
考
方
法
　
市
奨
学
生
選
考
委

員
会
で
選
考

●
返
済
方
法
　
貸
与
が
終
了
し
、

１
年
が
経
過
し
た
後
か
ら
10
年

以
内
に
月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦

で
均
等
償
還

●
申
込
期
限
　
令
和
７
年
１
月
20

日（
月
）必
着

●
申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ
先
に

備
え
付
け
の
募
集
要
領
　
を
確

認
の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
に
直

接
持
参
ま
た
は
郵
送
す
る
か
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

に
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
教
育
部
教
育
総
務
課

　
〒
９
８
９-

５
１
７
１

　
栗
原
市
金
成
沢
辺
町
沖
２
０
０

　
番
地
　
　
　
☎（
42
）３
５
１
１

は
　 

た 

　  

ち

　
　  

き
く
　
ち
　
よ
し 
ひ
こ
　
　
　
　
　  

の
う  

じ
ま  

や
す 

あ
き

こ  

ば
や
し

栗原市スマート
申請システム
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高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
支
援
店
募
集

　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
、

運
転
免
許
自
主
返
納
者
証（
プ
ラ

チ
ナ
パ
ス
）を
交
付
さ
れ
た
高
齢

者
へ
の
支
援
店
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
　
県
内
の
事
業
者

●
支
援
内
容
　
支
援
内
容
は
、事
業

　
者
が
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
□
利
用
代
金
の
割
引

　
□
商
品
配
達
無
料
　
　
　
な
ど

●
申
請
方
法
　
申
請
書
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
問
い
合
わ

せ
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
　
登
録
後
に
、
専
用
ス

テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

市
医
学
生
奨
学
金

貸
付
制
度

　
市
立
病
院
や
市
立
診
療
所
で
医

師
と
し
て
働
こ
う
と
す
る
人
を
対

象
に
、
修
学
一
時
金
お
よ
び
修
学

資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

修
学
一
時
金

●
対
象
　
令
和
７
年
４
月
に
大
学

の
医
学
部
に
入
学
す
る
人

※

東
北
医
科
薬
科
大
学
入
学
予
定
者
は
、

東
北
地
域
医
療
支
援
修
学
資
金
を
利

用
し
て
い
な
い
一
般
枠
の
人

●
募
集
人
数
　
若
干
名

●
交
付
額
　
　
　
　
７
６
０
万
円

修
学
資
金

●
対
象
　
令
和
７
年
４
月
に
大
学

の
医
学
部
に
入
学
ま
た
は
、
在

籍
す
る
人

※

東
北
医
科
薬
科
大
学
入
学
予
定
者
ま

た
は
、
在
籍
者
は
、
東
北
地
域
医
療

支
援
修
学
資
金
を
利
用
し
て
い
な
い

一
般
枠
の
人

●
募
集
人
数
　
若
干
名

●
交
付
額
　
　
　
　
　
月
10
万
円

※

入
学
月
と
卒
業
月
は
、
準
備
金
20
万

円
を
加
算

●
交
付
期
間
　
令
和
７
年
４
月
か

ら
大
学
医
学
部
を
卒
業
す
る
月

ま
で
の
最
長
６
年
間

共
通
事
項

●
審
査
　
書
類
審
査
、
面
接
審
査

●
返
還
免
除
　
医
師
免
許
取
得
後

12
年
以
内
に
、
市
立
病
院
お
よ

び
、
市
立
診
療
所
で
次
の
①
〜

③
の
期
間
を
勤
務
し
た
場
合
、

返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

①
修
学
一
時
金
の
み
　
３
年
間

②
修
学
資
金
の
み
　
借
り
受
け

た
期
間
の
２
分
の
１
に
相
当

す
る
期
間

③
両
方
の
奨
学
金
の
交
付
を
受

け
た
人
　
①
と
②
の
期
間
を

合
算
し
た
期
間

※

大
学
退
学
な
ど
、
制
度
の
目
的
達
成

の
見
込
み
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
借

り
受
け
た
日
の
次
の
日
を
起
算
日
と

し
て
、
年
利
10
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
息

を
加
え
て
一
括
返
還
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
令
和
７
年
３
月
14

日（
金
）

●
申
し
込
み
　
栗
原
中
央
病
院
２

階
医
療
管
理
課
に
備
え
付
け
の

貸
付
要
項
　
を
確
認
の
上
、
問

い
合
わ
せ
先
に
持
参
ま
た
は
、

郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

申
込
予
定
日
の
３
日
前
ま
で
に
医
療

　
管
理
課
へ
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
局
医
療
管
理
課

　
〒
９
８
７-

２
２
０
５

　
栗
原
市
築
館
宮
野
中
央
三
丁
目

１
番
地
１
　
☎（
21
）５
６
３
１

市
看
護
学
生
修
学
資
金

貸
付
制
度

　
市
立
病
院
や
市
立
診
療
所
で
看

護
師
と
し
て
働
こ
う
と
す
る
人
を

対
象
に
、修
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

●
対
象
　
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生

労
働
大
臣
ま
た
は
、
都
道
府
県

知
事
が
指
定
し
た
保
健
師
、
助

産
師
、
看
護
師
を
養
成
す
る
学

校
に
在
学
し
て
い
る
人

※
令
和
７
年
４
月
入
学
予
定
の
人
を
含
む

●
募
集
人
数
　
若
干
名

●
交
付
額
　
月
５
万
円
　
※
無
利
子

●
交
付
期
間
　
令
和
７
年
４
月
か

ら
学
校
を
卒
業
す
る
月
ま
で
の

最
長
４
年
間

●
返
還
免
除
　
看
護
師
養
成
学
校

な
ど
を
卒
業
後
、
直
ち
に
市
立

病
院
お
よ
び
、
市
立
診
療
所
の

看
護
師（
正
規
職
員
に
限
る
）と

な
り
、
修
学
資
金
を
借
り
受
け

た
期
間
に
１
年
を
加
え
た
期
間

を
引
き
続
い
て
勤
務
し
た
場
合
、

修
学
資
金
の
返
還
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

※

市
立
病
院
、
市
立
診
療
所
へ
の
採
用

を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
面
接
日
　
令
和
７
年
３
月
中
旬

※

日
時
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
令
和
７
年
３
月
７

日（
金
）

●
申
し
込
み
　
栗
原
中
央
病
院
２

階
医
療
管
理
課
に
備
え
付
け
の

貸
付
要
項
　
を
確
認
の
上
、
問

い
合
わ
せ
先
に
持
参
ま
た
は
、

郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
医
療
局
医
療
管
理
課

　
〒
９
８
７-

２
２
０
５

　
栗
原
市
築
館
宮
野
中
央
三
丁
目

１
番
地
１
　
☎（
21
）５
６
３
１

生
活
お
役
立
ち
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
掲
載
情
報
募
集

　　
市
で
は
、
介
護
予
防
や
日
常
生

活
に
役
立
つ
情
報
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

内
容
の
更
新
の
た
め
、
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

□
清
掃
、
洗
濯
、
草
取
り
な
ど

の
家
事
支
援

　
□
通
院
や
買
い
物
な
ど
の
付
き

　
　
添
い
外
出
支
援

　
□
移
動
販
売
や
食
材
、
日
用
品

　
の
配
達
な
ど
の
買
い
物
支
援

　
□
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

　
の
見
守
り
支
援

●
申
し
込
み
　
令
和
７
年
１
月
10

日（
金
）ま
で
、
介
護
福
祉
課
ま

た
は
、
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
に
備
え
付
け
の
応
募
用

紙
　
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

問
い
合
わ
せ
先
に
持
参
ま
た
は
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
介
護
福
祉
課

☎（
22
）１
３
５
０

フ
ァ
ク
ス（
22
）０
３
４
０

kaigo@
kuriharacity.jp

春
の
祭
典
出
演
団
体
募
集

●
開
催
日
　
３
月
２
日（
日
）

●
対
象
　
市
内
外
を
拠
点
に
活
動

す
る
舞
踊
・
民
謡
愛
好
団
体

●
定
員
　
10
団
体
程
度

●
出
演
時
間
　
１
団
体
15
分
程
度

●
場
所
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

●
申
込
期
限
　
12
月
21
日（
土
）

　
午
後
５
時

●
申
し
込
み
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・

パ
ル
事
務
室
に
備
え
付
け
の
申

請
書
　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

問
い
合
わ
せ
先
に
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

☎（
32
）６
６
０
０

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

一
般
募
集

　
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え

た
場
合
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

□
遠
の
木
住
宅（
築
館
）　
　
１
戸

□
並
柳
住
宅（
若
柳
）　
　
　
１
戸

□
新
堤
下
住
宅（
若
柳
）　
　
１
戸

□
中
の
茎
住
宅（
高
清
水
）　
１
戸

□
五
輪
東
住
宅（
高
清
水
）　
１
戸

□
清
水
吹
付
特
公
賃
住
宅（
一
迫
）１
戸

□
定
住
応
援
下
藤
沢
住
宅（
瀬
峰
）１
戸

□
下
山
第
２
住
宅（
瀬
峰
）　
１
戸

□
御
駒
堂
住
宅（
志
波
姫
）　
２
戸

●
受
付
期
日
　
12
月
13
日（
金
）

●
入
居
可
能
日
　
２
月
１
日（
土
）

●
申
し
込
み
　
建
築
住
宅
課
、
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

備
え
付
け
の
募
集
要
項
を
確
認

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

常
時
募
集

　
先
着
で
入
居
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
築
館
地
区
　
　
　
　
　
　
１
戸

□
若
柳
地
区
　
　
　
　
　
　
13
戸

□
栗
駒
地
区
　
　
　
　
　
　
４
戸

□
高
清
水
地
区
　
　
　
　
　
13
戸

□
一
迫
地
区
　
　
　
　
　
　
３
戸

□
瀬
峰
地
区
　
　
　
　
　
　
７
戸

□
鶯
沢
地
区
　
　
　
　
　
　
５
戸

□
金
成
地
区
　
　
　
　
　
　
８
戸

●
申
し
込
み
　
募
集
物
件
、
応
募

条
件
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
確

認
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
建
設
部
建
築
住
宅
課

☎（
22
）１
１
５
３

市民生活部市民課 ☎（２２）３２１１

※令和６年10月末現在、（　）は前月比

●　60,701人（△73）
　　男：29,618人（△36）  女：31,083人（△37）

●　24,835世帯（4）
●　   7人 ●　90人
●　96人 ●　86人

 １月６ 日（月）まで

※納付は口座振替が便利です
※税金などを滞納すると、延滞金がかかります「納付は納期限までに！」

一般寄付

総務部管財課
　☎（２２）１１１６

市県民税（第4期）

後期高齢者医療保険料（第６期）
市民生活部健康推進課  ☎（２２）0370

介護保険料（第５期）
市民生活部介護福祉課  ☎（２２）1350

国民健康保険税（第8期） 総務部税務課  ☎（２２）1121

書籍「新プロジェクトＸ挑戦者たち２」　５部 10月  8日（火）
●イワサキ通信工業株式会社　様

一金　４０,７３５円 10月10日（木）●ディアレスト新館　様

掛け軸（白鳥省吾直筆）　１点 9月30日（月）●白鳥　あかね　様
しろ  とり

市ウェブサイト

生活お役立ち
ガイドブック
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国
民
年
金
保
険
料
の
追
納

　
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除

や
一
部
納
付
、
納
付
猶
予
、
学
生

納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
が
あ
る

場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と

き
よ
り
も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け

取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額

す
る
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

（
追
納
）が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を

追
納
す
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額

に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
23
）１
２
０
０

北
海
道
・
三
陸
沖
後

発
地
震
注
意
情
報
が

発
表
さ
れ
た
ら

　「
北
海
道
・
三
陸
沖
後
発
地
震

注
意
情
報
」は
、
北
海
道
か
ら
岩

手
県
に
か
け
て
の
沖
合
に
あ
る「
千

島
海
溝
」と「
日
本
海
溝
」、
そ
の

周
辺
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ

ス
以
上
の
地
震
が
起
き
た
場
合
に
、

そ
の
後
の
巨
大
地
震
の
発
生
に
注

意
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
て
か
ら

１
週
間
は
、
通
常
の
生
活
を
送
り

な
が
ら
、
水
や
食
料
、
避
難
経
路
、

耐
震
対
策
な
ど
、
地
震
に
対
す
る

備
え
を
再
確
認
し
、
も
し
も
の
時

に
す
ぐ
避
難
で
き
る
態
勢
を
整
え

て
く
だ
さ
い
。

　
情
報
の
詳
し
い
説
明
や
、
地
震

に
必
要
な
備
え
な
ど
は
、
内
閣
府

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
仙
台
管
区
気
象
台

☎　0
2
2（

297
）８
１
７
１

宮
城
県
特
定
最
低
賃
金

の
改
正

　
12
月
15
日（
日
）か
ら
、
対
象
業

種
の
最
低
賃
金
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

対
象
業
種
・
最
低
賃
金

●
鉄
鋼
業
　
　
　
　
１
０
５
９
円

●
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

１
０
１
２
円

●
自
動
車
小
売
業
　
１
０
３
６
円

　
宮
城
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
２（
299
）８
８
４
１

3
千
円
相
当
の
ポ
イ
ン

ト
が
当
た
る「
ポ
ケ
ッ

ト
サ
イ
ン
」利
用
登
録

相
談
会

　
県
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
身
分
証
ア

プ
リ「
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ン
」を
活
用

し
、
地
域
住
民
の
災
害
対
応
力
の

向
上
と
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

的
に
、
実
証
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　「
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ン
」の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
や
利
用
登
録
、
ポ
イ
ン
ト

の
利
用
方
法
に
関
す
る
相
談
会
を
、

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
ま
た

「
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ン
」を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
・
利
用
登
録
し
、
県
内
に
住
民

登
録
が
確
認
で
き
た
人
に
抽
選
で
、

県
内
の
店
舗
な
ど
で
利
用
で
き
る

３
千
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
12
月
20
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

午
後
４
時
最
終
受
付

●
場
所
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
持
ち
物
　
Ｎ
Ｆ
Ｃ
対
応
ス
マ
ー
ト

　
フ
ォ
ン
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

●
注
意
事
項
　
実
証
事
業
へ
の
参

加
や
、
ポ
イ
ン
ト
の
受
け
取
り

に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

確
認
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
受
け
付
け
は
、

祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
午
前
10
時
〜

　
午
後
５
時
30
分

み
や
ぎ
ポ
イ
ン
ト
利
用
者
向
け

窓
口
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎　０
１
２
０（
110
）０
０
９

第
 76
回
人
権
週
間

　
12
月
４
日（
水
）か
ら
10
日（
火
）

は
、
人
権
週
間
で
す
。
期
間
中
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
活
動
が
、

全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所

　
秘
密
厳
守
の
下
、
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時
　
12
月
10
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
築
館
総
合
支
所

●
費
用
　   

　
　
　
　
　
　
無
料

●
相
談
例
　
差
別
、
暴
行
・
虐
待
、

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
、
名
誉

棄
損
な
ど

　
仙
台
法
務
局
古
川
支
局

☎
０
２
２
９（
22
）０
５
１
０

古
川
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
の
休
業
期
間

　
年
末
年
始
は
、
次
の
と
お
り
休

業
し
ま
す
。

　
な
お
、
休
業
期
間
前
後
は
、
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
可
能
な
限

り
、
混
雑
予
想
日
を
避
け
た
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
休
業
期
間
　

　
12
月
28
日（
土
）〜
令
和
７
年
１

月
５
日（
日
）

●
混
雑
予
想
日

　
12
月
22
日（
日
）、
26
日（
木
）、

27
日（
金
）、
令
和
７
年
１
月
６

　
日（
月
）、
７
日（
火
）、
12
日

　（
日
）、
14
日（
火
）

　
古
川
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
2
9（
22
）8
0
1
1

古
川
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ

ク
ウ
イ
ン
ズ
第
 43
回

定
期
演
奏
会

●
日
時
　
12
月
１
日（
日
）

　
午
後
２
時
〜

※

午
後
１
時
30
分
開
場

●
場
所
　
大
崎
市
民
会
館

●
入
場
料
　
　
　
　
　
５
０
０
円

※

前
売
券
・
当
日
券
共
通
価
格

※

チ
ケ
ッ
ト
は
、
サ
ト
ー
楽
器（
大
崎

市
古
川
）で
販
売
中

　
古
川
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ウ
イ
ン
ズ

　
菊
池

☎
0
8
0（
５
１
０
０
）８
８
６
９

宮
城
県
町
村
会
職
員

採
用
試
験（
上
級
）

●
職
種
　
事
務（
大
学
卒
業
程
度
）

●
募
集
人
数
　
１
人

●
応
募
資
格
　
平
成
元
年
４
月
1

２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
募
集
期
間
　
12
月
２
日（
月
）〜

12
月
20
日（
金
） 

●
試
験
日
　
令
和
７
年
１
月
26
日（
日
）

●
会
場
　
宮
城
県
自
治
会
館

※

詳
し
く
は
、
県
町
村
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宮
城
県
町
村
会
総
務
・
事
業
課

☎
０
２
２（
221
）９
２
０
１

P
C
基
礎
科
受
講
生
募
集

●
対
象
　
再
就
職
を
希
望
す
る
離

職
者
、
離
職
予
定
者
、
求
職
者

●
定
員
　
15
人

●
訓
練
場
所
　
大
崎
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー

●
訓
練
期
間
　
令
和
７
年
１
月
23

日（
木
）〜
４
月
22
日（
火
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
募
集
期
限
　
12
月
18
日（
水
）

●
受
講
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
１
万
６
５
０
０

円
、
検
定
費
用
な
ど
が
必
要

●
申
し
込
み
　
居
住
す
る
地
区
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
大
崎
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
２
２
９（
22
）1
3
5
7

年
末
の
生
活
困
窮
・

多
重
債
務
相
談
会

共
通
事
項

●
日
時
　
12
月
21
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

電
話
相
談

●
電
話
番
号

☎
0
2
2（

221
）6
8
7
0

面
接
相
談

●
会
場
　
宮
城
県
司
法
書
士
会
館

※

予
約
が
必
要
で
す
。
問
い
合
わ
せ
先

に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宮
城
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
２（
263
）6
7
5
5

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

の
無
断
課
金
に
注
意

　
子
ど
も
が
無
断
で
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
に
高
額
課
金
を
し
て
し
ま
っ

た
、
と
い
う
相
談
が
保
護
者
か
ら

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
フィ

ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定
や
ゲ
ー
ム
を

遊
ぶ
と
き
の
ル
ー
ル
作
り
な
ど
、

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

保
護
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
遊

ば
せ
る
場
合
は
、
保
護
者
の
ア
カ

ウ
ン
ト
を
ロ
グ
オ
フ
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、子
ど
も
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
持
た
せ
る
と
き
は
、
保
護
者

が
ア
カ
ウ
ン
ト
を
管
理
で
き
る
機

能
を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他

に
も
、
保
護
者
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に

決
済
完
了
通
知
が
届
く
よ
う
に
設

定
し
、
メ
ー
ル
や
料
金
明
細
を
日

頃
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

祝
日
、
年
末
年
始（
12
月
28
日
か
ら

１
月
５
日
）を
除
く

　
栗
原
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　（
築
館
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

☎（
22
）１
５
０
１

　
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
消
費

生
活
相
談（
宮
城
県
栗
原
合
同

庁
舎
）
　
　
☎（
23
）５
７
０
０

空
き
家
に
関
す
る
無
料
相
談

　
空
き
家
の
整
理
や
管
理
に
関
す

る
悩
み
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
機
関
が
連
携
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
応
じ
ま
す
。

●
相
談
日
時
　
火
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
栗
原
市
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
　
　
　
☎（
22
）１
９
０
５

内閣府ウェブサイト

北海道・三陸沖
後発地震注意情報

県ウェブサイト

みやぎポイント
総合サイト

県町村会
ウェブサイト



広報くりはら　令和６年１２月１日　　２８今月の表紙：冬季に向けて事前に水抜栓の動作確認をする様子

　「もっともっと人が集まる楽しい商店
街にするため、地域のみんなと頑張って
います」と笑顔で話すのは、栗駒地区の
六日町通り商店街で地域おこし協力隊と
して活動する、三浦大樹さん。三浦さんは、
商店街のイベント企画や運営、空き店舗
の利活用といった商店街を活性化する業
務に携わり、にぎわいを支えています。
　現在、三浦さんが力を入れているのは、
栗原産クラフトビールによる町おこしで
す。地域で８０年愛され、昨年末に惜し
まれつつ閉じた豆腐店の建物を活用した
醸造所の開業に向け、クラウドファンディ
ングを行った他、原料となるホップの苗
を地域の人や地元の高校生に育ててもら
う取り組みをしています。また、ビール
マンというキャラクターに扮してＰＲも
しています。
　「地域に愛されるビールをみんなでつ
くる」をテーマに、日夜奮闘を続ける三
浦さん。「権威あるコンテストに入賞す
るようなビールをつくり、栗原を世界に
発信したい」と、声を弾ませ語ってくれ
ました。

ふん

栗原産クラフトビールで町おこし

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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栗原市
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栗原市
Instagram

み　 うら　　だい　 き

三浦　大樹　さん（栗駒六日町）

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙
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